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第 1章

はじめに

本レポートは、本研究所で研究が進められている TDMT(Transfer-Driven Machine Translation, 

変換主導型機械翻訳）の、日本語から中国語へ翻訳するシステムの解析知識、及び変換知識の記述方法

をまとめたものである。対象として想定する読者は、日本語と中国語の知識を持ち、 Mule上に開発さ

れた TDMTのインターフェース［河井94]の操作に慣れた作業者（ルールライター）である。

日中版 TDMTはいくつかの言語ペアのうち最も最近に研究を開始した言語ペアであり、研究開始は

1998年 1月である。日英、日韓などと比較して、日中では日本語解析の際に使用するカテゴリ、マーカ

などを独自のものに変更し、新たに設計した。また、従来は弊害が大きかったいわゆる複数ヘッドの導

入を一切行なわずに記述を試みている。変換パタンによる変項の除去（原言語にある変項が目的言語に

ない変換パタン）も危険であるとの判断からとのような操作は一切行なわず、代替手段として、中国語

生成部において冗長表現などを排除するようにした。以上のように、記述書式などは日英などと同一で

あるが、いわゆる日本語文法は異なっている。

本レポートは以下のような構成を取る。 2章においては、翻訳知識作成に直接、あるいは間接的に使

用する言語資源である言語コーパス、辞書などに関して説明する。 3章では、解析知識についての定義

ならびに書式を、 4章では変換知識についての定義と書式を説明する。 5章では、実際の翻訳訓練にお

いてこれらの解析知識や変換知識をどのように作成すればよいのかについて、実際の例文とその翻訳過

程を示すことで説明を行なう。また同時に翻訳訓練の際に使用するツールについても解説を行ない、現

時点での翻訳知識の統計データを示す。

また、付録としてマーカの一覧と定義、カテゴリの一覧と定義、（現時点での）原言語パタンの一覧

を添付する。これらはいずれも翻訳知識作成の際に参考となるデータであり、これによって現時点で作

成された翻訳知識の概要を捉えることができる。

なお、本レポートに記述されている仕様、統計デーク、付録に示した翻訳知識などはすべて 2000年

1月 1日現在のものである。

ー



第 2章

言語コーパスおよび辞書

本節では、 TDMTにおいて解析知識、変換知識作成に関係する言語資源、すなわち、テキスト、タグ、

辞書に関して説明する。なお、本節以降の記述に関しては以下の書式を使用した。

• [ l ... 省略可能を示す

例 (((TARGET-PATTERN) [(GENERATION-INFO)]) . 

• 英小文字．．． そのまま記述することを示す

魯英大文字．．． 該当する内容を記述することを示す

例 (define-transfer-die :j-c t 

((POS JAPANESE-STRING) TARGET) 

） 

2
 



2.1. 翻訳訓練対象テキスト (JTEXT,EJTEXT, JEKTEXT) -3-

2.1 翻訳訓練対象テキスト (JTEXT,EJTEXT, JEKTEX'T) 

（内容〕 翻訳訓練の対象となる文を集めたもの。対象は話し言葉で、話題は旅行に関するものである。

翻訳訓練はこれらの中から選ばれる。テキストは以下の 2種類に大別される。

1. 二者対話（モノリンガル会話、バイリンガル会話）

2. 基本表現集

前者は、ある場面（例えば、ホテルのフロント）においてある話題（例えば、今晩の部屋の予約）

について、二人（例えば、フロントと客）で話された内容をテキストにしたものである。これは、

日本語話者と英語話者の二人が通訳を介して収録され、その英語部分が日本語に翻訳されて全体

として日本語の会話としたもの（バイリンガル会話）と、二人とも日本語の話者が会話したものを

そのままテキストとしたもの（モノリンガル会話）の 2種類に分類できる。

後者の基本表現集は、多種多様な旅行会話表現を網羅するために作成された、日本語、英語、韓

国語の対訳付き基本表現集である。このため全体として一連の会話になっているわけではなく、

例えば類似した表現がいくつも収められている。様々な表現を翻訳可能にするため、これらの一

部も翻訳訓練の対象となることがある。

詳細は「言語データベースの概要」［古頗 95]を参照のこと。

〔管理者） データベース管理者およびシステム管理者

〔格納場所〕

R 二者対話： /DB/LDB/JE/EJTEXT+以下の *.EJTEXT名のファイル

• 基本表現集： /DB/LDB/JEK/JEKTEXT以下の *.JEKTEXT名のファイル
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（例 1:日英バイリンガル会話〕 /DB/LDB/JE/EJTEXT+/FURU94B/AF430011.EJTEXT 

JIいらっしゃいませ。

EIHello. 

E!Hello, [uh] I'd like to get a room, please. 

JIこんにちは、 ［あ］一つ部屋が、欲しいんですけど。

：（中略）

JI [えー］通常チェックインは十時からなんですが、 （少し）今十時前ですから、部屋ができて

るか確認して参ります。

E-1[冒ell] Normally, check-in time is usually after ten a.m., so I would like 

to go and check if a room is ready. 

E+INormally, check-in time is ten o'clock, but since it is before ten right 

no百， I闊illgo and check if a room is ready. 

※Eーは会話収録時の通訳者の訳または話者の発話。

※E+は会話収録後のネイティブの proofreading。

（例 2:基本表現集） /DB/LDB/JEK/JEKTEXT/S9503/A4JP.JEKTEXT 

JJXX!AU4JP001! 今晩のホテルを予約したいのですが。

EJXXIAU4JP001II would like to make a reservation for tonight. 

KIXXIAU4JP001! 旦昔咀豆唱告哺叶司立科告国］豆．

JIXXIAU4JP0021何名さまですか。

EIXXIAU4JP0021For ho窟 manypeople? 

KIXXIAU4JP0021嗅 巷o]科叶叫？



2.2. 日本語形態素タグ (.JMOR) -5-

2.2 日本語形態素タグ (JMOR)

（目的〕 べた書き文字列の文を単語単位（形態素）に分解し、品詞や活用形などの情報を付与したデー

タ。形態素情報、タギングデータとも言う。翻訳訓練の際は形態素解析1を行なわず、あらかじめ

解析済みのとのタグをもとに各解析変換知識を作成する。クグは、訓練対象テキストそれぞれに

対して、システム管理者が /usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/build/text-definitions.lisp

にて指定する。

詳細は「TDMT用日本語形態素仕様明細」［溝口 99a]を参照のこと。

〔管理者〕 タグ管理者およびシステム管理者

（格納場所〕

/DB/LDB/TDMT/JMOR /LDB-JE/DEN94B/*.JMDR 

/LDB-JE/FURU94B/*.JMOR 

/LDB-JE/SOBA93/*.JMOR 

/LDB-JE/SOBA94A/*.JMOR 

/LDB-JEK/C9608/*.JMOR 

/LDB-JEK/S9503/*.JMOR 

/LDB-JEK/S9510/*.JMOR 

/SLDB/*.JMOR 

〔書式〕 発話IDI発声IDI文節IDI単語IDI表記形 1読み I正規形I品詞I活用型I活用形I音便I

（伊正I /FURU94B/AF430011. JMOR 

10I0010110110 Iいらっしゃい 1イラッシャイ 1いらっしゃる 1本動詞 I特殊ラ 1連用 II

10100101101201ませ lマセ 1ます 1助動詞 l特殊サ I命令 11

10100101101301。11。1記号 1111

20100201201401こんにちは 1コンニチハ lこんにちは I感動詞 1111

201002013olso1一つ Iヒトッ I一つ I普通名詞 1111

20100201401601部屋 Iヘヤ 1部屋 I普通名詞 1111

20100201401701が 1ガ lが 1格助詞 1111

20100201so1so1欲しい lホシイ 1欲しい 1形容詞 1形容詞 I基本 11

20100201so1901ん Iン Iん I準体助詞 1111

20100201so11001です 1デス 1です 1判定詞 l特殊サ I基本 11

20100201so11101けど lケド lけど I接続助詞 1111

20100201so11201。11。1記号 1111

1任意の文を自動的に形態素に分割して、品詞を決める処理。
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2.3 日本語意味コード辞書 (sem-codedie) 

（目的） 角川書店「類語新辞典」の三桁の数字をもとに、形態素ごとに意味コードを付与した辞書。シ

ステムが意味距離計算により、類似用例を検索する際に参照する。また、翻訳訓練の際に意味距

離計算を行ないながら知識を作成することもできる (5節「解析変換知識作成手順」参照）。

（管理者〕 意味コード辞書管理者

〔格納場所） /usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/j-morph/dic/jma-atr-sem-code.text 

（書式〕

（例〕

(REG-EXP POS SEM-CODE) 

e REG-EXP ... 日本語形態素の正規形

魯 POS ... 日本語品詞シンボル

• SEM-CODE ... 意味コード（複数指定可）

(II扱い＂普通名詞 "382")

（＂扱う＂本動詞 "380" "382" "489" "787") 

("宛＂普通名詞 "109c")

（＂宛先＂普通名詞 "109c")

（＂安い＂形容詞 "171a" "693") 

(II安まる＂本動詞 "405")

("安心＂サ変形容名詞 "494" "694") 

（＂安心する＂本動詞 "494" "694") 

※詳細は「日本語意味コード辞書作成の手引」［溝口 98]を参照のこと。
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2.4 日中変換辞書 (transferdie) 

〔目的〕 日本語形態素に対応する中国語訳を記述する辞書。（日中）対訳辞書とも言う。ー語につき、

一対訳が登録できる。原言語に対しては (POSJAPANESE-STRING)が一単位となる。目的言語 (TARGET)

に対しては、品詞情報を伴った形態素列を記述するのが望ましい。原言語の品詞は、 「TDMT用日

本語形態素仕様明細」［溝口 99a]に従うものとする。ここで記述された目的言語は、変換知識の

パタン中で別の対訳に変更することができる。詳細は 4.7節「ローカル辞書」を参照のこと。

（管理者〕 解析変換知識作成者

〔格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-rnulti-dev/transfer/j-c/dic/japanese-to-chinese.lisp 

〔書式〕

（例）

(define-transfer-die :j-c t 

((POS JAPANESE-STRING) TARGET)) 

• define-transfer-die 変換辞書の定義を宣言

• :j-c ... 翻訳の方向。この場合は日中翻訳を示す。

• t ... 辞書データをロードする際にハッシュテーブルを作り直す

• POS ... 日本語品詞シンボル

• JAPANESE-STRI団G ... 日本語正規形または表層形

• TARGET ... 目的言語の対訳と品詞情報のリスト

(define-transfer-die :j-c t 

（（普通名詞＂アミューズメント＂）（名＂娯示")) ; ; ; "yu2 le4" 

（（サ変名詞＂チェックイン＂）（功＂か理住宿登氾")) ; ; ; "ban4 li3 zhu4 su4 deng1 j i4" 

（（本動詞＂惰ける＂）（劫＂能到込")) ; ; ; "neng2 dao4 da2" 

（（形容詞＂あやしい＂）（形＂可疑")) ; ; ; "ke3 yi2" 

（（副詞＂念のため＂）（副 II7'J了慎重起見")) ; ; ; "liilei4 ,1eo shen4 zhong4 qi3 j ian4" 

（（接続詞＂すると＂）（逹＂那公")) ; ; ; "na4 meO" 

（（感動詞＂こんにちは＂）（収＂祢好")) ; ; ; "ni2 hao3" 

上の例中の；；；に続く記述は、発音の情報である。 TDMTの解析、変換処理とは直接の関係はな

いが、翻訳結果を音声出力する際に必要な情報であるため、本辞書から抽出、加工を可能なよう

に付加している。ピンインと声調で示されるが、 3声の連続で 2声に変調するものや、＂一 yi1"の

声調変化などは、実際に発音される通りに記述する。
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2.5 中国語生成規則 (gen-rule.lisp)

（目的〕 生成処理において、正しい中国語を生成するために、中国語の要素を挿入或いは削除する規

則。

（管理者〕 解析変換知識作成者

（格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/c-generation/gen-rule.lisp 

（書式）

（例）

(BEFORE"-)" AFTER (OPERATION)) 

• BEFORE . . . (要素 1要素 2 ... 要素m)

o AFTER . . . (要素 1' 要素 2'... 要素m')

0 OPERATION ... (:Ii 11文字列＂）または (:Di"NIL") 

要素．．． 品詞または単語

I ... 挿入時

D .•. 削除時

i ... 挿入または削除

（（套何房何）＂ー）＂（套何） ((: D 1 NIL))) 

「スイートのお部屋」という入力文は、生成処理前には、＂套伺房伺＇＇と訳出されるが、

この生成処理を行うことによって、語の重複を避けている。

（（下午八）＂ー）＂（晩上八） ((:I -1"晩上 ")(:DONIL))) 

「午後八時」という入力文は、生成処理前には、＂下午八点＂と訳出されるが、

この生成処理を行うことによって、中国語として自然な＂晩上八点＂と訳出される。



第 3章

解析知識 (a-data)

解析処理では、後述の変換知識による処理がしやすいように、入力文の原言語形態素列を加工する。解

析知識には、以下の 4種類に分類される。

1. 表記のゆれの吸収 (replaceー百ord)

2. 目的言語に応じた形態素情報の修正 (lexical-transformation)

3. マーカの挿入 (local-transformation)

4. (total-transformation) 

実際の処理は上記の順で行なわれる。但し、日中翻訳では total-transformationは使用していな

い。各種解析知識の詳細については、以下の項目ごとに説明する。

，
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3.1 形態素表記のゆれの吸収 (replace-word)

〔目的〕 タグおよび形態素解析結果の表記の揺れを統一し、変換知識のパタン数および用例数を削減す

るための正規形置換情報。日本語を原言語とする翻訳処理に共通の知識であるため、追加や修正

を行なう際は、関係者で協議の上、決定する。

〔管理者〕 正規形置換情報管理者

〔格納場所〕 /usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/j-morph/dic/replace古 ord-info.lisp

〔書式〕

〔例〕

((POS REG-EXP) (REVISED-REG-EXP)) 

o POS ... 日本語品詞シンボル

o REG-EXP ... 日本語正規形

• REVISED-REG-EXP ... 置換後の正規形

（（サ変名詞＂素泊り＂）（＂素泊まり＂））

（（サ変名詞"手続 II) (II手続き＂）

（（普通名詞＂サンドウィッチ II) (IIサンドイッチ II))

（（普通名詞＂シャンペン＂）（＂シャンパン＂））

（（本動詞＂くりかえす II) ("繰り返す＂））

（（本動開＂したがう＂）（＂従う＂））

（（補助動詞 II出来る II) (IIできる＂））

（（補助動詞＂下さる II) (IIくださる II))
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3.2 形態素情報の修正 (lexical-transformation)

（目的〕 変換処理で形態素を扱いやすくするために、形態素情報の修正（正規形や品詞の変更および形

態素の合成・分割など）を行なう知識。

（管理者〕 解析変換知識作成者

（格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/a-data/*.lisp 

〔書式〕

以下のように lexical-transformationは、矢印（＝））の左辺が形態素パタンの条件式、右辺が

処理の定義式という構成になっており、それらは 1つのルールの中でリスト構造をとる。

(define-lexical-transformation RULE-NAME :j-c PRIORITY 

(((MDRPH-INFD-LIST-1) (MDRPH-INFO-LIST-2) ... (MORPH-INFD-LIST-N)) =) 

(lex ((ARGUMENT) REVISED-MORPH-INFO-LIST))) 

．
 

．
 

．
 

．
 ‘.＇‘、

• define-lexical-transformation ... 解析知識の定義を宣言

• RULE-NAME ... 任意のルール名。ただし、解析知識内でユニークとする。

• :j-c ... 翻訳の方向。この場合は日中翻訳を示す。

• PRIORITY ... 処理！の実行優先番号

e MORPH-INFD-LIST-1, MDRPH-INFO-LIST-2, ... MDRPH-INFD-LIST-N ... 形態素情報の

リスト（記述要素=:word(表層形），：reg-exp(正規形），：pos(品詞），：conj-form(活用

形）：pron(読み）：start(発声の開始），：end(発声の終了））

o lex ... 形態素情報修正の宣言

• ARGUMENT(引数）．．． 左辺の形態素列の何番目かを示す番号と任意の文字列の並び。

• REVISED-MORPH-INFO-LIST ... 修正後の形態素情報のリスト（記述要素 =:word(表層形），

: reg-exp(正規形），：pos(品詞），：conj-form(活用形））。ただし、

濯 ordと：reg-expの値は文字列やシンボルで指定するか、引数の形態素列の番号で指定す

る。

: posと：conj-formの値はシンボルで指定するか、引数の形態素列の番号で指定する。引数

の番号で指定した場合は、該当する形態素が持つ値をコピーする。：all-copyは該当する形

態素が持つ：pos, : conj-form, : pronの値をコピーする。：all-copyと：pos, :conj-form 

の両方を指定した場合は、後の指定が優先される。後述する terminalrule用に合成する

場合は、： compoundの指定をこの revised-morph-info-listに入れる。
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〔例）

右辺の処理定義式は、普通は lexで宣言するが、左辺で指定した形態素列に修正を加えない形態

素が含まれる場合や、形態素の分割のように新しい形態素を加える場合などは、以下の形態素定

義式 de士ine-morphで形態素情報を定義して呼び出す。また、引数の形態素列の番号を指定する

際に、異なるフィールドの情報を用いる場合には、以下の文字列定義式 define-stringで文字

列としての定義を行なってから呼び出す。

(define-morphcRULE-NAME :j-c (ARGUMENT) 

REVISED-MORPH-INFO-LIST) 

(define-string $RULE-NAME :j-c (ARGUMENT) 

STRING-INFO) 

• define-morph ... 形態素の定義を宣言

o define-string ... 文字列の定義を宣言

ocRULE-NAME, $RULE-NAME ... 任意の定義式名。形態素の定義と文字列の定義を区別す

るため、先頭にcか＄が必要。解析知識内でユニークとする。

o :j-c ... 翻訳の方向。この場合は日中翻訳を示す。

• ARGUMENT(引数）．．． 左辺の形態素列の何番目かを示す番号と任意の文字列の並び。

o REVISED-MORPH-INFO-LIST ... 修正後の形態素情報のリスト（記述要素＝濯ord(表層形），

: reg-exp(正規形），：pos(品詞），： conj-form(活用形）））。記述方法は上に同じ。

⑳ STRING-INFO ... 定義に用いる文字列情報（記述要素＝濯ord(表層形），：reg-exp(正規

形））。記述方法は上に同じ。

1. 形態素の合成

(define-lexical-transformation compound-ki-ni-iru : j-c _3 

((((: word . "気 11)) ((: word . 11に")) ((: reg-exp . "入る＂）））＝）

(lex ((1 2 3) (:pos . 本動詞） (: reg-exp . "気に入る ")(:conj-form. 3))) 

）） 

分割されている日本語形態素を合成して、ー形態素にするルール。例の「気に入る」は、 「気」

の対訳＂気＂や、 「入る」の対訳＂加＂の意味を持たず、三語を合成して、初めて＂称心＂の

対訳を決定することができる。このルールでは、入力文の形態素列を部分的に照合し、 1番

めの形態素の表層形が「気」、 2番めの形態素の表層形が「に」、 3番めの形態素の表層形

が「入る」であることを形態素パタンの条件としている。パクンの条件が合えば、三語は「本

動詞」として合成され、正規形は「気に入る」、活用形は引数で指定した 3番めの形態素（「入

る」）の値を用いる。
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2. 形態素の除去

(define-lexical-transformation delete-ne :j-c 2 

((((:pos . 連体助詞）（濯ord. "の")) ((:pos . 終助詞） (: reg-exp . "ね II)))

(1) 

）） 

不必要な日本語形態素を除去するルール。例のように、発声の途中に出現する冗長な「ね」

は、格関係の構造を容易に導くために除去したい。このルールでは、 1番めの形態素が連体

助詞「の」、 2番めの形態索が終助詞「ね」である場合に、 2番めの「ね」を除去している。

3. 正規形の修正

define-lexical-transformation revised-reg-nn :j-c 1 

（（（（：可ord. "ん") (:pos . 準体助詞）））＝）

(lex ((1) (:all-copy . 1) (:reg-exp . "の") (:word . "の＂）））

）） 

日本語形態素の正規形を修正するルール。変換知識でのルールや用例を集約するために、機

能語はなるべく正規化するのが望ましい。このルールでは、形態索 1語を照合し、表層形が

「ん」、品詞が準体助詞である場合に、まず、：all-copyでその形態素情報の：posと：conj-form 

の値をコピーし、その後で正規形と表層形を「の」に修正している。

(define-lexical-transformation replace-okosu :j-c 1 

((((: pos . 本動詞） (: reg-exp . "お越す")) ((:pos . 格助詞）））＝）

(crevised-okoshi 2) 

）） 

(define-morphcrevised-okoshi :j-c (1) 

(: all-copy . 1) (:pos . 普通名詞） (: reg-exp . "お越し＂））

正規形を修正する際に、別の形態素定義式を呼び出すルール。このルールでは、 1番めの形

態素の品詞が「本動詞」、正規形が「お越す」、 2番めの形態素の品詞が「格助詞」である

ことを条件としている。処理は、 1番めの形態素に対して定義式crevised-okoshiを呼び

出し、その形態素情報を用いて、品詞を「普通名詞」、正規形を「お越し」に修正している。

2番めの形態素に対しては、修正を行なわない。
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生読み情報を利用した正規形の修正

define-lexical-transformation revised-verb-haireru-ireru :j-c 1 

((((: pos . 本動詞） (:1iilord . "入れる") (:pron . "ハイレル＂）））＝〉

(lex ((1)(:all-copy . 1) (:reg-exp . "入れる＜ハイレル＞＂）））

）） 

日本語形態素の読み情報を参照して、正規形を修正するルール。例の「入れる」には、 「イ

レル」と「ハイレル」の二つの読みがあり、それぞれ意味が異なるため、変換処理で曖昧性

が出るのを抑えるべく、読み情報を参照して区別することができる。このルールでは、本動

詞「入れる」の読みが「ハイレル」の場合、：all-copyでその形態素情報の：posと：conj-form 

の値をコピーし、その後で正規形を「入れる＜ハイレル＞」と修正している。

現在、読み情報を指定できるのは、以下の 13件である。

普通名詞 「方＜ホウ＞」 「方くカタ＞」 「日＜タチ＞」 「一＜ヒト＞」 「二くフタ＞」

「三＜ミ＞」「風くフウ＞」

本動詞 「入れる＜ハイレル＞」 「入れ＜ハイレ＞」 「入れれ＜ハイレレ＞」

「入れる＜イレル＞」 「入れ＜イレ＞」 「入れれ＜イレレ＞」

5. 活用形を利用した正規形の修正

(define-lexical-transformation revised-reg-iru-ichidan :j-c 1 

（（（（濯ord. "い") (: reg-exp . "いる") (:conj-form . ない）））＝）

(lex ((1) (:all-copy . 1)(:reg-exp . "いる一＂）））

）） 

活用形を参照して、日本語形態素の正規形を修正するルール。例の「いる」には、上一段活

用の「居る」と五段活用の「要る・射る」などの意味があるため、区別するために正規形を

修正する。このルールでは、形態素を 1語だけ照合し、表層形が「い」、正規形が「いる」、

活用形が「ない」形である場合に、：all-copyでその形態素情報の：posと：conj一formの値

をコピーし、その後で正規形を「いる一」に修正している。

6. terminal rule用の合成

define-lexical-transformation num-hon :j-c 6 

((((: pos . 数詞））（（濯ord. "本")))=〉

(lex ((1 2) (:pos . 普通名詞） (:reg-exp . 11N本") (: compound 1 2))) 

）） 

日本語形態素を合成して、変項を持つ形態素を作成するJレール。 「一本」 「二本」など、数

詞を含む表現は、単に形態素を合成すると、無限にパタンを用意しなくてはならない。その

ため、形態素の合成を行なうが、数量表現部分は内部処理として変換を行ないたい。このよ

うな場合には terminalruleと呼ばれる変換処理を用い、そのための特別な合成であるこ

とを：compoundで指定する。このルールでは、 1番めの形態素の品詞が「数詞」、 2番めの

形態素の表層形が「本」である場合に、 terminalrule用に二語を普通名詞として合成し

ている。合成後の正規形は「N本」となる。
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(define-lexical-transformation gousei-adj-me :j-c 5 

((((: pos . 形容詞）） ((:pos . 接尾辞）（濯ord. 11め＂）））＝）

(lex ((1 2)(:pos . 普通名詞） (:reg-exp $word-1 2) (:compound 1 2))) 

）） 

(define-string紐ord-1 :j-c (1) 

（：可ord. 1)) 

terminal rule用の合成を行なう際に、別の文字列定義式を呼び出すルール。形容詞＋接

尾辞「め」は変換の都合で合成する必要がある。そのため、第 1項の形態素の品詞が「形容

詞」、第 2項の形態素の表層形が「め」、品詞が「接尾辞」である場合に、 terminalrule用

に二語を「普通名詞」として合成 (:compound)している。合成後の正規形には、引数で指

定した第 1項の形態素の表層形の値と第2項の形態素の正規形の値を使うため、第 1項の形

態素の表層形を文字列として定義した＄胃ord-1を呼び出している c

7. その他

日中翻訳では現在まだ出現していないが、上記の他に、形態素の分割、発声の終了情報を利

用した形態素の除去なども可能である。
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〔優先順位別処理一覧〕

※優先順位は、数字の小さい方が先に処理が行われる。優先度に揺れがある場合は、括弧内に揺

れの範囲を示す。

＜優先順位1>

• クグの誤り修正

0 変換の都合のための品詞変更

• 変換の都合のための表層形変更

0 数詞の terminalrule用合成

く優先順位2>

0 不必要な形態素の除去

0 変換の都合のための正規形変更（揺れ 1-3) 

く優先順位3>

0 形態素の合成（揺れ2-4) 

く優先順位4>

＜優先順位5>

0 一般的な terminalrule用合成（揺れ 4-6) 

＜優先順位6>

＜優先順位7>
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3.3 マーカの挿入 (local-transformation)

（目的〕 変換処理で構造を導きやすくするために、特定の形態素間の境界を表すマーカの挿入を行な

う。

（管理者〕 解析変換知識作成者

〔格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/a-data/local*.lisp 

（書式〕

以下のように local-transformationは、矢印（＝））の左辺が形態素パクンの条件式、右辺が処

理の定義式という構成になっており、それらは 1つのルールの中でリスト構造をとる。

(de全ine-local-transformationRULE-NAME :j-c PRIORITY 

(((MDRP正 INFO-LIST-1) (MDRPH-INFO-LIST-2) ... (MORPH-INFD-LIST-N)) =) 

(ARGUMENT & MARKER) 

） 

．
 

．
 

• 
．
 

．
 

．
 

.、’ノ

•define-local-transformation ... 解析知識のパタン定義の宜言

o RULE-NAME ... 任意のルール名。ただし、解析知識内でユニークとする。

• :j-c ... 翻訳の方向。この場合は日中翻訳を示す。

o PRIORITY ... 処理の実行優先番号

• MORPH-INFD-LIST-1, MORPH-INFD-LIST-2, ... MORPH-INFD-LIST-N ... 形態素情報の

リスト（記述要素 =:1ii1ord(表層形），：reg-exp(正規形），：pos(品詞），： conj-form(活用

形），：pron(読み），：start(発声の開始），：end(発声の終了））

or/norで複数指定可。

• ARGUMENT & MARKER(引数とマーカ） マーカの挿入位置を示した、左辺の形態素列。
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（例〕

日中で使用されるマーカの一覧を付録 A節に示す。

1. 前後に連接する品詞情報を示すマーカ

(define-local-transformation sn-v :j-c 3 

((((: pos . サ変名詞）） ((:pos . 本動詞）））＝）

(1〈sn-v)2) 

）） 

品詞の連接清報を示す一般的なマーカを挿入するルール。内容語である「サ変名詞」と「本

動詞」が連接する場合には、変換処理を行なう際に境界を示すマーカが必要になる。このルー

ルでは、 1番めの形態素の品詞が「サ変名詞」、 2番めの形態素の品詞が「本動詞」である

場合、二語の形態素の間にマーカ (sn-v)を挿入している。

2. 前の品詞情報のみを示す統一的なマーカ

define-local-transformation interj- :j-c 3 

((((:pos . 感動詞））

((:pos. (or代名詞普通名詞サ変名詞サ変形容名詞形式名詞形容名詞形容詞

連体形容詞本動詞感動詞ローマ字副詞接続副詞数詞準数詞

接頭辞接続詞連体詞））））＝）

(1 (i-) 2) 

）） 

後続する品詞を問わずに、特定の品詞＋後続表現という形の統一的なマーカを挿入するルー

ル。このルールでは、 1番めの形態素の品詞が「感動詞」、 2番めの形態素の品詞が「代名

詞」以下の 18種類の品詞である場合に、統一的なマーカ(i-〉を挿入している。後接する形

態素の品詞を特定しなくても原言語構文解析に曖昧性が出ない場合は、後接する形態素の情

報を省略したマーカを用いることができる。このマーカを利用するととにより、変換知識の

パタンや用例の集約化がはかれる。
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3. 活用形など個別な情報を示すマーカ

(define-local-transformation /renyou- :j-c 1 

((((:conj-form . 連用））

-19-

((:pos . (or代名詞普通名詞サ変名詞サ変形容名詞形式名詞形容名詞形容詞

連体形容本動詞感動詞ローマ字副詞接続副詞数詞準数詞

接頭辞接続詞連体詞））））＝）

(1〈/renyou-)2) 

）） 

個別な情報を示すマーカを挿入するルール。

形容詞、本動詞、助動詞等の全活用語が、文中で「連用」形で使われ、後続する品詞が「代

名詞」以下の 18種類の品詞である場合に、マーカ〈/renyou-)を挿入している。品詞清報を

示すマーカに先行して、こうした活用形を示すマーカを挿入することによって、文の構造を

導きやすくしている。

define-local-transformation sou-denbun :j-c 3 

((((:conj-form . 基本））（（：訂ord. "そう 11)(:pos . (or準体助動詞助動詞））））＝）

(1 (sou/denbun) 2) 

）） 

伝聞を示す「そう」と、様態を示す「そう」の区別をするためのマーカ。

伝聞を示す「そう」（準体助動詞）は、本動詞、形容詞、助動詞、判定詞等活用する品詞全

ての甚本形に後接する。様態を示す「そう」（助動詞）は、本動詞の連用形、形容詞のそう

形、或いは、形容名詞にそのまま後接する。との情報をマーカとして挿入して、構造の決定

や訳し分けに利用することができる。このルールでは、 1番めの形態素の活用形が「甚本」

形、 2番めの形態素の表層形が「そう」、品詞が「準体助動詞」か「助動詞」である場合に、

マーカ (sou/denbun)を挿入している。品詞を「準体助動詞」か「助動詞」に指定している

のは、副詞の「そう」と区別したいためであり、また「準体助動詞」に限定していないのは、

音声による入力文等で、日本語形態素解析に誤りがあっても対応できるように考慮したため

である。
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3.4 マーカ挿入の基本方針

マーカ挿入の基本方針は、内容語か機能語かによって異なる。

内容語とは、単独で意味を持つ語で、通常は意味コード辞書に意味コードが登録されている。変

換知識においては、用例として扱われることが多い。一方、機能語は、単独では意味を持たない

語であり、通常は意味コードがふられていない。以下に内容語と機能語の品詞シンボルを示す。

く内容語＞

代名詞／普通名詞／サ変名詞／サ変形容名詞／形式名詞／形容名詞／形容詞／連体形容詞／

本動詞／感動詞／ローマ字／副詞／接続副詞／数詞／準数詞

く機能語＞

接頭辞／接続詞／連体詞／副助詞／接尾辞／人称接尾辞／助動詞／準体助動詞／係助詞／格

助岡／連体助詞／接続助詞／並立助詞／準体助詞／終助詞／判定詞／補助動詞

内容語同士が連接する場合は、形態素間に品詞情報を示すマーカを必ず挿入する。機能語の場合

は、品詞の組合せや条件によってマーカを挿入するかどうかが異なる。活用形等の個別な情報を

示すマーカはこれに先行して挿入する。

〔優先順位別処理一覧〕

＜優先順位 1>

• 基本形の情報を示すマーカの挿入

参連用形の情報を示すマーカの挿入

＜優先順位2>

く優先順位3>

• 一般的な品詞情報を示すマーカの挿入

0 様態の「そう」と伝聞の「そう」を区別するためのマーカの挿入

＜優先順位4>

く優先順位5>
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変換知識 (p-data)

4.1 概要

（目的） この翻訳システムの中心モジュールである変換処理を行なうために参照される。解析処理の済

んだ入力文は、変換パタンの用例との意味距離を構成要素ごとに計算され、最小距離のパタンを

用いて目的言語への構造変換が行なわれる。変換の際には、生成処理用の情報が付加され、出力

データは生成処理へと渡される。

（管理者〕 解析変換知識作成者

（格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/p-data/*.lisp 

〔書式〕

(define-pattern RULE-NAME :j-c CATEGORY 

(SOURCE-PATTERN) (:head N)[(CATEGDRY-CDNTRDL)] =) 

(((TARGET-PATTERN) ([GENERATION-INFO]) 

（ 

(EXAMPLES-LIST) 

） 

[LOCAL-DIC-LIST] 

）） 

• define-pattern ... 変換パタンを定義するための宜言。他に、 define-regular-patternが

ある。

• RULE-NAME ... 任意のルール名。ただし、変換知識内でユニークとする。

o :j-c ... 翻訳の方向。この場合は日中翻訳を示す。

• CATEGORY ... カテゴリ（原言語構造の分類名）

• SOURCE-PATTERN 原言語バタン（記述要素；変項・マーカ・日本語形態素）

• :head N ヘッドの指定（記述要素：数値）

• CATEGORY-CONTROL ... 下部構造の制限（記述要素：変項・カテゴリ名・品詞・構造分類

用の集合体名）。省略可。

21 



-22ー 第 4章変換知識 (p-data)

e TARGET-PATTERN ... 目的言語パタン（記述要素：変項・中国語形態素）

• GENERATION-INFO ... 生成情報（記述要素：中国語旬型・品詞・数値）。省略可。

<1> EXAMPLES-LIST ... 用例（記述要素：日本語形態素）

• LOCAL-DIC-LIST ... ローカル辞書（記述要素：変項・日中品詞・日中形態素）。省略可。

※詳細は、次節以下で説明する。
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4.2 原言語パタン／目的言語パタン／用例

変換知識は、原言語表現から目的言語表現への変換をパタン形式で記述する。下の変換パタンの例で

は、 (?x IIに II ?y)が原言語パタン（＂に＂が固定項、 ?x と ?yが変項）であり、 (!y !x)や (!y II在

" !x) ... は目的言語パタンである。原言語パクンと目的言語パクンの対応関係は、必ずしも 1対1で

はなく、原言語パタン 1つに対して、複数の目的言語パタンが考えられることが多い。そのパタンを選

択する際の基準となるのが用例である。入力文は、意味コード辞書 (2.3節「意味コード辞書」参照）を

用いて用例との類似度が計算され、意味的に最も近い用例を持つ目的言語パタンが対訳として選ばれる。

(define-pattern particle-ni-c :j-c c 

(?X IIに 11 ?y) (:head 3) =) 

(((!y !x)(劫短 12)) 

（（＂郵便局 II) ("行く II))

（（＂ツアー II) (II参加＂））

(((! y II在 II ! x) (劫短 1(介 2) 3)) 

（（＂ホテル II) ("滞在"))

（（＂ここ＂）（＂座る＂））

例えば、ここで、 「旅館に泊まる」という入力文があったとする。変項? Xを「旅館」、 ?yを「泊

まる」として、各用例との意味距離を計算する。その結果、入力文「旅館に泊まる」は（（＂ホテル＂）（＂滞

在＂））の用例と距離が近いということが導き出されたとすると、目的言語パタン (!y II在 II !x)が選

ばれる。 (!y II在 II !x)は、原言語の ?xの部分と ?yの部分を入れ替え、固定項の＂に＂を＂在＂に

変換することを意味する。 「旅館」 「泊まる」という形態素単位の変換は、日中変換辞書 (2.4節「変

換辞書」参照）から対訳を得て行なわれる。 (!y II在 II !x)の横に記述されている（功短 1(介 2)3) 

は生成情報で、 (!y II在 II !x)が劫河短悟、 1番めの形態素が !y、2番めの形態素が介i司、 3番めの

形態素が !xであることを表している。
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4.3 パタンの種類

変換パタンの定義には 2種類あり、原言語側の形態素やマーカをすべて表層形のままでマッチングす

る場合は define-pattern、すべて正規形でマッチングする場合は define-regular-patternを用い

る。以下の例のように、 define-regular-patternで定義すると、正規形が「ていただく」である活

用形（「ていただか」 「ていただき」．．）のすべてに対応できる。また、解析知識で正規形を「ていただ

く」に修正している形態素があれば、それについても同様の処理が行なえる。

(define-regular-pattern modal-teitadaku-reg :j-c ex 

(?X IIていただ<.11) (:head 1) =〉← 「ていただか」 「ていただき」．．とマッチングする

(((!x)) 

(("教える＂））

（（＂紹介＂））

)）) 

また、マーカについても正規形〈）が用意されており、前後の形態素の種類に関わらず、共通に用いる

ことができる。

(define-regular-pattern tsuki-reg :j-c nx 

(?x () II付き") (:head 1) =〉 ←マーカの正規形()

（（（＂包括 II !x) (劫短（劫 1) 2)) 

（ 

((IIワンドリンク II)) ←普通名詞 (n-n)

(("食事 II)) ←サ変名詞 (sn-n)

））） 
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4.4 カテゴリ

各バタンの定義で指定するカテゴリは、原言語構文解析を行なう際の構造分類名であり、以下の 14種

類がある。

名称 用途

u 接続詞・感動詞・呼びかけなど、文全体を修飾する語／重文

SX 終助詞・文末表現

s 主語、時間表現を含む文

ex c十助動詞類

c 主語、時間表現以外の格関係

px p十助動詞類

p 合成用言

a 副詞＋形容語

na 形容詞十名詞類

nnx nn十接辞

nn 助詞またはマーカを伴う名詞旬

nx 接頭辞・連体詞・接尾辞・副助詞など名詞に前接或いは後接する語

n 複合名詞

terminal 数詞を伴う頻出表現／派生形

注）カテゴリ terminalのパタンは、解析処理において： compoundの指定をして合成された語句の

みに適用される。既に一つの形態素として合成されているため、構造を作る際には形態素としての扱い

を受ける。
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く原言語構文解析の例＞

以下のように原言語構文解析が行なわれ、適用されたパタンの木構造が得られる。

＂お土産はどこで売っていますか II

TOP [(?X力,)一―-SX] 

1--?X [(?Xは ?Y) ---SJ 

1--?X [(お ?X) ---N] 

I 1--?X [(土産）］

i--?Y [(?Xます）一―-CX] 

1--?X [(?Xている）一―-CX] 

1--?X [(?Xで ?Y) ---CJ 

1--?X [(どこ）］

I 

1--?Y [(売っ）］

＂できれば同じ部屋がいいんですけど＂

TOP [(?Xけど）一―-SX] 

1--?X [(?Xのです）一―-SX] 

1--?X [ (?X (ADV-〉?Y) ---SJ 

1--?X [(できれば）］

1--?Y [(?X 力~?Y) ---CJ 

1--?X [(?X (AN-) ?Y) ---NN] 

I 1--?X [(同じ）］

I I 

1--?Y [(部屋）］

1--?Y [(いい）］

＂電話番号は零三四四四三一七零零です＂

TOP [(?Xです）一―-SX] 

1--?X [(?Xは ?Y)---SJ 

I—?X [(電話番号）］

1--?Y [(0344431700) ---compound] 

※4.9節にて、カテゴリ別変換パクン定義の基本方針とパタン例を述ぺる
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4.5 下部構造の制限

原言語構造を決定する際、ありえない構造を排除して構造の曖昧性の数を抑制するため、パタンごと

に下部構造を制限することができる。下部構造の制限は、カテゴリや個々の形態素の品詞名で指定する

が、それらを新たにグループ化した集合体（以下の 4種類）を用いると簡潔に記述できる。

可ord-n(体言性の形態素）

group-n(体言性の形態素および構造）

冒ord-p(動詞類の形態素）

group-a(形容詞類の形態素および構造）

この集合体のメンバは /usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/dic/category-jc.lispに

て定義されている。

（書式〕

(define-category-set GROUP-NAME :j-c MEMBER) 

o define-category-set・... 集合体を定義する

., GROUP-NAME ... 集合体の名前

• :j-c ... 翻訳の方向を示す。この場合は日中翻訳。

• MEMBER ... 集合体のメンバ（記述要素：カテゴリ・品詞シンボル）

（リスト〕

(de主ine-category-set訂ord-n :j-c普通名詞固有名詞代名詞サ変名詞形容名詞

サ変形容名詞形式名詞数詞準数詞ローマ字）

(define-category-set group-n :j-c普通名詞固有名詞代名詞サ変名詞形容名詞

サ変形容名詞形式名詞数詞準数詞ローマ字

副詞接続副詞 nnx na nn nnx) 

(define-category-set liiTord-p : j-c本動詞形容詞補助動詞連体形容詞）

(define-category-set group-a :j-c形容詞形容名詞 a)
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各カテゴリが取り得る下部構造は、同じ<category-j c. lispに以下のように定義されている。

（書式〕

〔例）

(define-category CATEGORY-NAME :j-c MEMBER) 

• define-category ... カテゴリの定義を宣言する

o CATEGORY-NAME ... カテゴリの名前

嶋：j-c ... 翻訳の方向を示す。との場合は日中翻訳。

G MEMBER .•• カテゴリのメンパ（記述要素：カテゴリ・品詞シンボル・集合体の名前）

(define-category c :j-c group-n冒ord-pp px c 

group-a感動詞）

例に上げたカテゴリ Cは、下部構造として p,px, Cの構造の他、 group-n,1ii7ord-p, group-a 

で指定された構造と感動詞を取り得る。変換パタンでは、これに対して制限を加え、構造の曖昧

性を排除する。以下のパタンでは、 (:xgroup-n) の指定を入れることにより、変項 Xが取り得

る構造や語旬を group-nのメンバに制限している。

(define-pattern particle一訂o-c:j-c C 

(?x"を"?y) (: head 3) (: x group-n) =〉

(((! y ! x) (劫短 12)) 

（ 

（（＂領収書＂）（＂頂ける＂））

(("テニスコート") (fl借りる＂））

））） 
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4.6 ヘッド (head)

原言語構造を決定する際、各構造において中心となる構成要素をヘッドと言い、その構造を上部の構

造へ伝える重要な働きをする。指定するヘッドは、変項であっても固定項であっても構わないが、機能

語はヘッドになり得ない。

（例〕

＂場所がわかりません＂

TOP [(?X 力~?Y) ---CJ 

1--?X [(場所）］

I 

1--?Y [(?Xません）―-PX] 

1--?X [(わかり）］

(define-regular-pattern auxv-masen :j-c px 

(?x IIません 11) (:head 1) =〉

（（（＂不 II !x) (劫短（副 1) 2)) 

（ 

(("分かる II))

））） 

(define-pattern particle-ga-c :j-c c 

(?XIIが"?y) (:head 3) =〉

(((!y !x) (劫短 12)) 

（（＂場所＂）（＂分かる＂））

)）) 

それぞれ、 「分かりません」では「分かる」、 「場所が分かる」では「分かる」がヘッドとなる。

日英、日独、日韓翻訳では、格を決定したり、デフォルトの主語を決定したり、或いは対訳を決定し

たりするために、機能語部分を含めた複数ヘッドの指定をすることがあるが、日中翻訳では現在使用し

ていない。
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4.7 ローカル辞書 (localdie) 

2.4節「日中変換辞書」で定義された対訳はデフォルト値であり、変換知識のパクン中でローカルに

別の対訳を与えることができる。例えば、 「薬を飲む」の場合は、変換辞書の中で定義されている本動

詞「飲む」の対訳＂喝＂ではなく、＂吃＂を用いたい。このような場合は、以下のようにパクンごとの訳

し分けを行なう。このローカル辞書は、上部構造で記述されるものほど優先される。

（書式〕

（例〕

((VARIABLE ((POS REG-EXP) TARGET))) 

• VARIABLE ... 変数

o POS ... 日本語品詞シンボル

• REG-EXP ... 日本語正規形または表層形

• TARGET ... 中国語品詞と対訳のリスト

1. 一般的なローカル辞書

(define-pattern particle-wo-c :j-c c 

(?x IIを"?y) (: head 3). (: x group-n) =〉

(((! y ! x) (劫短 12)) 

（ 

（（＂薬＂）（＂飲む＂））

） 

((y ((本動詞＂飲む＂）（劫＂吃＂））））

）） 

2. terminalとして合成した語を変更するためのローカル辞書

(define-pattern particle-ga-n :j-c n 

(?x IIが 11?y) (:head 3) =) 

(((! y ! x) (名短 12)) 

（ 

((IIベッド") ("N台＂））

（（＂友達") ("N人＂））

） 

((y ((普通名詞 "N台 ")(num-dai ((!x 11張")((量 2))))))

(y ((普通名詞 "N人 ")(persons ((!x 11介 II)((量 2)))))))

）） 

TARGETの部分に terminalとして合成した時のルール名と対訳、品詞を記述する。
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4.8 生成情報

各構造どとに目的言語パタンが選ばれ、形態素レベルでの変換処理が済んだ入力文は、生成処理に回

されるが、その際、必要に応じて生成情報が付与される。生成処理では、その情報を用いて、文法的に

正しく、かつ、より自然な中国語を出力するため、語の挿入、削除などを行なう。例えば、 「お客様の

お名前をお願いいたします」という入力文は、変換処理の後、以下のような形態素列データとして生成

疇へ渡され、最終的に＂清麟我弥的姓名。＂という翻訳結果が得られる。

***Generation*** 

（（劫短（功＂清＂）（劫＂告訴＂）（代＂我＂）（名短（名＂客人＂）（助＂的＂）（名短（代＂弥＂）（助＂的

＂）（名＂姓名＂）））））

清告訴我弥的姓名。

形態素列データの中には、中国語旬型と品詞、対訳の文字列が記述されている。この文では、以下の

2つの生成規則が使用されたことになる。

（（客人的祢的）＂ー）＂（祢的） ((:DO NIL)(:D 1 NIL))) 

（（名後）＂ー）＂（名。後） ((:IO"。II)))

※2.5節「中国語生成規則」参照
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（中国語品詞一覧〕

1名洞

2処所洞（地方i司）

3方位洞

4 吋伺洞

5数洞

6量洞

7代河

8劫洞

9助劫河

10判断洞

11形容洞

12副洞

13介河

14姪洞

15助洞

16 i吾気洞

17似声河

18巧慨用悟（感収洞）

19栃点符号

（中国語句型一覧〕

1名測短悟

2珈司短悟

3副河短悟

4介洞短惜

5形容洞短悟

6 吋伺洞短悟

7数洞短悟

8 数量洞短悟

9代澗短悟

10地点名短悟

11判断洞短悟

12助功洞短悟

13似声洞短悟

埠方位河短悟

15子句

16句子

第 4章変換知識 (p-data)

※詳細は「ThePart-of-speech and Parsing Rules for the Chinese Language」 ［宗99]を参

照のこと。
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4.9 カテゴリ別変換パタン定義の基本方針とパタン例

※元にした解析変換知識は、 2000年 1月1日時点のものである。

※各パタン例の目的言語パタンおよび用例は、格納場所を参照のこと。

4.9.1 カテゴリ u(接続詞・感動詞・呼びかけなど、文全体を修飾する語／重文）

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：後の文の述語の項

変項制限：通常なし。ただし変項xに制限をつけるととがある。

(define-pattern conjunction-dewa : j-c u 

（＂では" ?x) (:head 2) 
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格納場所： /usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/j-c/p-data/conjunction.lisp 

訓練文例：＇’ヱ柱確認させていただきます＂

(define-pattern marker-cadv-u :j-c u 

(?x〈cadv-〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-cadv.lisp(p-dataまでのパスは上に同じ。以下同）

訓練文例：＂また〈 cadv-)シャンペンとお花を御用意できますが＂

(define-pattern marker-interj-u :j-c u 

(?x〈i-〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-interj.lisp 

訓練文例：＂ありがとうございます凸立ニューヨークシティホテルでございます＂

(define-pattern marker-nn-u1 :j-c u 

(?x〈n-n〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-nn. lisp 

訓練文例：＂田中様色芝い＾つのご予約ですか II

(define-regular-pattern conj-node :j-c u 

(?x "ので" ?y) (: head 3) (: x group-n訳ord-pp px c ex s sx group-a) 

格納場所： p-data/particle-node.lisp 

訓練文例：＂スケジュールが書いてある竺ヱ急いで見つけたいんですが＂

(define-pattern conj-ba-u :j-c u 

(?XIIば"?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-conj.lisp 

訓練文例：＂フロントの方に来ていただけれ竺すぐ手続さしていただけます

(define-pattern marker-endp-u2 :j-c u 

(?x (endp-) ?y) (:head 3) (: x gヱoup-nword-pp px c ex s sx group-a感動詞）

格納場所： p-data/marker-endp.lisp 
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訓練文例：＂そうですか〈 endp-)では八時三十分にリムジンを手配いたします

(define-pattern marker-/renyou-u :j-c u 

(?x〈/renyou-)?y) (:head 3) (:x group-n word-pp px c ex s sx group-a感動詞）

格納場所： p-data/marker-renyou.lisp 

訓練文例：＂はいニューヨークシティホテルをご利用いただき〈 /renyou-)ありがとうございました＂

(define-pattern /kihon-u :j-c u 

(?x (/kihon-) ?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-kihon.lisp 

訓練文例：＂はい大丈夫です〈 /kihon-)こちらで誰が運んだかを調べますので

4.9.2 カテゴリ sx(終助詞・文末表現）

パタン種類： define-regular-patternまたは define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-regular-pattern auxv-desu-sx :j-c sx 

(?x "です") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv-desu.lisp 

訓練文例：＂入場料はいくらですか"

(define-pattern ending-ka :j-c sx 

(?x IIか 11) (:head 1) 

格納場所： p-data/particle-final.lisp 

訓練文例：＂入場料はいくらです主＂

(define-regular-pattern ending-kedo :j-c sx 

(?x IIけど") (:head 1) 

格納場所： p-data/particle-final.lisp 

訓練文例：＂できれば日本語の話せるお医者さん呼んでいただきたいんですけど＂

(define-regular-pattern ending-ne :j-c sx 

(?x IIね") (:head 1) 

格納場所： p-data/particle-final.lisp 

訓練文例：＂はいではパンプキンボタージュを二名様でございますね＂

(define-pattern tense-ta-sx :jーCSX

(?x IIた") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv.lisp 

訓練文例： IIはい昨日電話で予約しました＂
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(define-pattern tekudasai-sx :j-c sx 

(?XIIてください") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv. lisp 

訓練文例：＇’このフィルムを現像してください"

4.9.3 カテゴリ s(主語、時間表現を含む文）

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-pattern particle-wa-s :j-c s 

(?XIIは"?y) (: head 3) 

格納場所： p-data/particle-訂a.lisp

訓練文例：＂私且莱食主義者なんですがメニューはありますか II

(define-pattern particle-ni-s :j-c s 

(?x IIに"?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-ni. lisp 

訓練文例：＂七時 Eテーブルは空いていますか II

(define-pattern particle-de匹a-s :j-c s 

(?X IIでは"?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-wa.lisp 

訓練文例：＂当ホテルヱ住一万七千円のお部屋からのご利用となっております＂

(define-pattern marker-nn-s :j-c s 

(?x〈n-n)?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-nn.lisp 

訓練文例：＂今色芝 iどちらが勝っているのですか II

(define-pattern marker-adv-s :j-c s 

(?x (adv-) ?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-adv.lisp 

訓練文例：＂料理はまだ (adv-)予約していません＂

(define-pattern particle-desuga-s :j-c s 

(?x IIです＂＂が" ?y) (:head 4) 

格納場所： p-data/particle-ga.lisp 

訓練文例：＂シングルルームのお値段ヱ主竺一泊九十ドルとなっております＂

(define-pattern particle-no-ken-de-s :j-c s 
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(?x "の＂＂件＂＂で 11 ?y) (:head 5) 

格納場所： p-data/particle-de.lisp 

訓練文例：＂送迎サービスの件で二三教えていただけますか II

4.9.4 カテゴリ ex(c +助動詞類）

パタン種類： define-regular-patternまたは define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-pattern auxv-masu : j-c ex 

(?x IIます") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv-masu.lisp 

訓練文例：＂では窓際の席が空いたら移らせてもらえ主主か II

(define-regular-pattern modal-teiru-reg-cx :j-c ex 

(?x IIている") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv-te.lisp 

訓練文例：＂深夜遅くまでやっているカラオケ屋はありますか II

(def・ ュne-regular-uatternmodal-teitadaku-re : ・-c ex g J 
(?x IIていただ<.") (: head 1) 

格納場所： p-data/auxv-te.lisp 

訓練文例：＇’いろいろと教えていただいてありがとう＂

(define-regular-pattern modal-dekiru-reg-cx :j-c ex 

(?x IIできる") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv. lisp 

第 4章変換知識 (p-data)

訓練文例：＂旅をしているお客さんとおんなじようにいろんな施設利用ヱ主五わけですね＂

(define-regular-pattern koto-ga-dekiru-reg-cx :j-c ex 

(?x () "こと＂＂が＂＂できる") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv.lisp 

訓練文例：＂ちょうど船旅のような気分を味わっていただく（）ことができます"

4.9.5 カテゴリ C (主語、時間表現以外の格関係）

パクン種類：通常 define-regular-patternまたは define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし。 (:x group-n)をつけることがある。
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(define-pattern particleー百o-c :j-c C 

(?x "を "?y) (:head 3) (:x group:-n) 

格納場所： p-data/particle-wo.lisp 

訓練文例：＂申し訳ありませんが予約全キャンセルしたいです＂

(define-regular-pattern particle-temo-c :j-c c 

(?x IIても"?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-mo.lisp 

訓練文例：’＇遅くなっヱ主構いません＂

(define-regular-pattern particle-de-c :j-c c 

(?x"で "?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-de.lisp 

訓練文例：＂そのかわりにシアターバーの方ヱビデオをお楽しみいただけます＂

(define-pattern marker-/renyou-c :j-c c 

(?x (/renyou-) ?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-renyou.lisp 

訓練文例：＇［かにもう少し早く〈 renyou-)藩く方法はありませんか II

(define-pattern marker-an-c :j-c c 

(?x〈an-〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-an.lisp 

訓練文例：＂七十六丁目通りをまっすぐ｀竺竺）セントラルパークヘ向かって歩いてください＂

(define-pattern marker-adv-c :j-c c 

(?x (adv-) ?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-adv.lisp 
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訓練文例：＂わたしも妻もずっと (adv-〉京都にあとがれてまして今回新婚旅行で行くことになりました
II 

4.9.6 カテゴリ px(p +助動詞類）

パタン種類： define-regular-patternまたは define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-regular-pattern modal-itasu-reg :j-c px 

(?x "いたす") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv.lisp 

訓練文例：＂すぐに手配竺全上ますのでしばらくお待ちください＂
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（ define-regular-pattern modal-temorau-reg :J-c px 

(?x IIてもらう") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv.lisp 

訓練文例：＂有料テレビから一般放送ヘスイッチを換えてもらわないといけないんです＂

(define-regular-pattern modal-temiru-reg :j-c px 

(?x IIてみる") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv-te.lisp 

訓練文例：＂その日の状況を調ベヱ仝ゑことができますけれども＂

(define-regular-pattern teoku-reg-px :j-c px 

(?XIIておく") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv-te.lisp 

訓練文例：＂ではお客様のご予約のほうにメモを付けておきますので＂

(define-regular-pattern modal-seru-reg :j-c px 

(?x IIせる") (:head 1) 

格納場所； p-data/auxv.lisp 

訓練文例：＂お手伝いさ竺ていただきます＂

(define-regular-pattern modal-reru-reg :j-c px 

(?x IIれる") (:head 1) 

格納場所： p-data/auxv.lisp 

訓練文例：＂どちらの匠うで結婚式がとり行なわ柱ますでしょうか II

4.9.7 カテゴリ p(合成用言）

パクン種類：通常define-regular-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-regular-pattern o-itasu-reg : j-c p 

("お II?x IIいたす 11) (:head 2) 

格納場所： p-data/prefix-verb.lisp 

訓練文例：＂ですのでリムジンの方をお勧めいたします＂

(define-regular-pattern go-ninareru :j-c p 

("ご II?x IIになれる") (:head 2) 

格納場所： p-data/prefix-verb.lisp 

訓練文例：＂お一人二十五ドルでプールジャグジーサウナを御利用になれます＂

(define-pattern /renyou-aru :j-c p 
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(?x (/renyou-〉＂ある") (:head 1) 

格納場所： p-data/marker-renyou.lisp 

訓練文例：＂結構いろいろと細かく (/renyou-)あるわけですねよく分かりました＂

4.9.8 カテゴリ a(副詞＋形容語）

パタン種類：通常 define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-pattern marker-/renyou-a :j-c a 

(?x (/renyou-〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-renyou.lisp 
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訓練文例：＂その日ちょっと仕事がすごく (/renyou-)忙しいので四時半はちょっと無理だと思うんだ

けれども＂

(define-pattern marker-an-jyubun-a :j-c a 

("十分"(an-) ?x) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-an.lisp 

訓練文例：＂そのままでも十分 (an-)広いと思いますが＂

4.9.9 カテゴリ na(形容詞＋名詞類）

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：述語の項

変項制限：通常なし

(define-pattern /kihon-na :j-c na 

(?x (/kihon-〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-kihon.lisp 

訓練文例：＂＂非常に広い〈 /kihon-〉お部屋で豪華なお部屋でございましてリビングと広いベッドルー

ムがございます＂

4.9.10 カテゴリ nnx(nn +接辞）

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：係り先の項

変項制限：通常なし
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(define-pattern particle-made-nnx :j-c nnx 

(?x IIまで＂＂の 11 ?y) (:head 4) 

格納場所： p-data/particle-fromto.lisp 

第 4章変換知識 (p-data)

訓練文例：＂できましたら二階か三階主竺竺部屋にしていただきたいんですけど＂

(define-regular-pattern deixis-ano-nnx :j-c nnx 

(IIあの"?x) (:head 2) 

格納場所： p-data/determiner.lisp 

訓練文例：喧竺2ビアノ奏者はうまいですね＂

4.9.11 カテゴリ nn(助詞またはマーカを伴う名詞句）

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：係り先の項

変項制限：通常なし。 (: y word-n n nx na nn)をつけることがある。

(define-pattern heijo-to-nn :j-c nn 

(?x"と"?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-and.lisp 

訓練文例：＂ではお名前とクレジットカードの番号をお願いいたします＂

(define-pattern particle-no-nn :j-c nn 

(?x IIの 11 ?y) (: head 3) (: y訳ord-nn nx na) 

格納場所： p-data/particle-no.lisp 

訓練文例：＂ええ実は家族と一緒に白浜竺リゾートマンションに泊まってるんです＂

(define-pattern particle-de-no-nn :j-c nn 

(?x IIで＂＂の 11 ?y) (:head 4) 

格納場所： p-data/particle-no.lisp 

訓練文例：＂現時点竺竺ご予約は十三日から十七日となっております＂

(define-pattern marker-nn-nn :j-c nn 

(?x (n-n〉?y) (:head 3) (:y word-n n nx: na nn) 

格納場所： p-data/marker-nn.lisp 

訓練文例：＂ではお部屋の空き色芝旦犬況を確認いたしますので少々お待ちください＂

(d~fine-pattern markar-n-n-xyz-nn :j-c nn 

(?x〈n-n〉?y〈n-n)?z) (:head 5) 

格納場所： p-data/xyz-pattern.lisp 

訓練文例：＂お一人二十五ドルでプール (n-n)ジャグジー (n-n)サウナを御利用になれます＂
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4.9.12 カテゴリ nx(接頭辞・連体詞・接尾辞・副助詞など名詞に前接或いは後接する語）

パタン種類： define-regular-patternまたは define-pattern

ヘッド：｛系り先の項

変項制限：通常なし

(define-pattern yaku-nx :j-c nx 

("約"?x) (:head 2) 

格納場所： p-data/suffix.lisp 

訓練文例： "はい当方の施設では約四十種類のアクティビティーを楽しんでいただけます＂

(define-regular-pattern deixis-douitta :j-c nx 

（＂どういった" ?x) (:head 2) 

格納場所： p-data/determiner.lisp 

訓練文例： "失礼ですがどういった雑貨品をお探しでしょうか II

(define-regular-pattern suffix-toiuno-nx :j-c nx 

(?x"というの") (:head 1) 

格納場所： p-data/suffix.lisp 

訓練文例：＂ええ保険には日本で旅行者用っていうんですかその保険に入ってきました＂

(define-regular-pattern suffix-sama :j-c nx 

(?x II様") (:head 1) 

格納場所： p-data/suffix.lisp 

訓練文例：＂鈴木墜ですねご用件を承ります＂

(define-pattern marker-n-n-gimi :j-c nx 

(?x (n-n) "気味") (:head 1) 

格納場所： p-data/marker-nn.lisp 

訓練文例：＂ここ二三日ずっと風邪 (n-n)気味だったもんですから＂

4.9.13 カテゴリ n(複含名詞）

パタン種類：通常 define-pattern

ヘッド：係り先の項（例外あり）

変項制限：通常なし

(define-pattern marker-nn-n :j-c n 

(?x (n-n〉?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-nn.lisp 

訓練文例：＂鈴木 (n-n〉直子です＂

(define-pattern rnarker-nn-n2 :j-c n 
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(?x〈n-n〉?y) (:head 1) 

格納場所： p-data/rnarker-nn.lisp 

訓練文例：＂お客様のお名前がメア））色コ立フィ））ップス様 11

※性別を区別するため、ファーストネームをヘッドとする。

(define-pattern particle-no-n :j-c n 

(?X IIの 11 ?0y) (:head 3) 

格納場所： p-data/particle-no.lisp 

訓練文例：＂九月三日竺土曜日とその次の日もお願いしたいんですが"

(define-pattern marker-sn-n :j-c n 

(?x〈sn-n)?y) (:head 3) 

格納場所： p-data/marker-sn.lisp 

第 4章変換知識 (p-data)

訓練文例：＂ホテルの担当 (sn-n)スタッフが同席するようにいたしますのでご心配いりません＂

(define-pattern marker-roman-roman :j-c n 

(?x〈r-r)?y) (:head 3) (:xローマ字）

格納場所： p-data/marker-roman.lisp 

訓練文例： "はいティー (r-r)エー (r-r)エヌ (r-r)エー (r-r〉ケイ (r-r〉エーです＂

4.9.14 カテゴリ terminal(数詞を伴う頻出表現／派生形）

※解析でteェminalrule用の形態素合成を行なうこと

パタン種類：通常define-pattern

ヘッド：通常なし

変項制限：通常なし

(define-pattern n-oclock :j-c terminal 

(?x II時＂）

格納場所： p-data/suffix-counter.lisp 

訓練文例：＂たぶん六堕ぐらいになると思います＂

(define-pattern adj-me :j-c terminal 

(?x IIめ＂）

格納場所： p-data/suffix.lisp 

訓練文例：＂））ビングの奥には広竺のテラスがございます＂



第 5章

解析変換知識の作成

本節では、解析変換知識の作成手順を、意味距離計算を使って訓練する場合の方法で、例文を用いて解

説する。また、作成時に使用する補助ツール類についても説明を行なう。さらに、 2001年 1月1日現

在の解析変換知識の規模について、その統計値を本節最後に添付する。

システムのデフォルトは、 2000年 1月 1日時点で、以下のような値になっている。

• 訓練の単位．．． 発声単位

0 意味距離計算.. . ON 

• 新部分翻訳.. . ON 

新部分翻訳が ONになっているため、翻訳訓練に際しては、 exactmatch用例（入力文と完全に一致

する用例）をすべて追加し、望ましい翻訳結果が得られた時点で、距離が 0になっていることを訓練終

了の条件として確認するものとする。

作業にあたっては TDMT翻訳知識作成ツールを利用するため、前もって「TDMT翻訳知識作成ツールの

利用方法」［河井94]を参照のこと。
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5.1 作成手順の例

意味距離計算を行なう場合の解析変換知識作成手順を説明する。作業は以下の流れで行ない、既に訓

練済みの知識を利用できる場合は、省略して次のステップに進む。

1. 前準備

2. 翻訳実行

3. 形態素解析結果の確認

4. 形態素情報の修正 (lexical-transformationの作成）

5. 挿入マーカの確認 (local-transformationの確認）

6. 日中変換辞書の作成

7. 変換パタンの新規作成および目的言語パタンと用例の追加

8. 中国語生成規則の作成

9. 訓練終了

但し、実際にはこの説明通りの順序とならない場合もある。特に、 「7.変換パタンの新規作成および

目的言語パタンと用例の追加」の段階では、出力させたい訳文を念頭に置きつつ、形態素情報の確認や

部分的な翻訳、構文解析の確認を繰り返し行ないながら、 p-dataの整備を進めていくことになる。時

には前の段階 (a-data)に戻って調整することも必要になる。
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5.1.1 例 1: "十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金力甲ドルとなります"

1. 前準備

(a) allegro common lispの起動

(b) システムの起動ならびにルールとタギングデータのロード。

setup-j c-tag. lispをロードすることにより、まとめて処理できる。

(c)パッケージを翻訳モードに切替え

(d) TDMT翻訳知識作成ツールの起動

2. 翻訳実行

TDMTツールのメニューで翻訳を実行する。

意味距離計算を ONにしているため、望ましい翻訳ではないが出力結果が得られる。

***Input*** 

十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとなります

***Output*** 

十八号在単人房有変化房河，ー百美元的襲用。 (5.0555906) 

3. 形態素解析結果の確認

TDMTツールのメニューで、 MorphAnalysis Onlyを選択すると以下のように解析知識適用前の

形態素情報が表示される。

sentence: 十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとなります

WORD REG-EXP POS CONJ-FORM PRON SEM-CODES 

18 0 0 数詞 120 

日 日 普通名詞

は は 係助詞

シングル シングル 普通名詞

に に 格助詞

お お 接頭辞

部屋 部屋 普通名詞

を を 格助詞

お お 接頭辞

替わり 替わる 本動詞 連用

いただき いただ＜ 補助動詞 連用

まし ます 助動詞 た

て て 接続助詞

料金 料金 普通名詞

が が 格助詞

100 00 数詞 120 

ドル ドル 普通名詞

と と 格助詞

なり なる 本動詞 連用

ます ます 助動詞 基本
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次に MorphAnalysisを選択して比較し、適用されている解析知識を確認する。

sentence: 十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとなります

閲ORD REG-EXP POS CONJ-FORM PRON SEM-CDDES 

18日 N日 普通名詞 19 153 828 

は は 係助詞

シングル シングル 普通名詞 128 428 941 

に に 格助詞

お お 接頭辞

部屋 部屋 普通名詞 941 

を を 格助詞

お お 接頭辞

替わり 替わる 本動詞 連用 376 

いただき いただ< 補助動詞 連用

まし ます 助動詞 た

て て 接続助詞

料金 料金 普通名詞 748 

が が 格助詞

100 0 0 数詞 120 

ドル ドル 普通名詞 828 

となる となる 助動詞 連用

ます ます 助動詞 甚本

この時、 Outputパッフアには、 a-dataでの処理の結果が以下のように表示され、 MorphAnalysis 

と併せて、解析処理の結果を確認することができる。

*** Distance calculation in analysis*** 

LEXICAL-TRANSFORMATION ... 

0.000000 : : (COMPOUND-TD-NARU) 2 : (となり）＝〉（となる）

0.000000 :: (罰UM-DATE)6 : (18 日）＝〉 (18日）

TOTAL DISTA団CE= 0.000000 

ここでは、既に「N日」がterminalrule用に合成され、また、 「と＋なる」が形態素合成され

ていることがわかる。さらに、 「100ドル」を、正規形「N円」として、 terminalrule用に合

成することにする。

4. lexical-transformationの作成

方針に従って、以下のルールを作成する。

(define-lexical-transformation nurn-dollers :j-c 5 

((((:pos . 数詞）） （（：冒ord. "ドル II))) : 〉

(lex ((1 2) (:pos . 普通名詞） (:reg-exp . 11 N円11) (: compound 1 2))) 

）） 

作成した）レールをコンパイルし、再度翻訳を実行して形態素情報を確認すると、以下のように表

示される。
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sentence: 十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとなります

WORD REG-EXP POS CONJ-FORM PRON SEM-CODES 

18日 N日 普通名詞 19 153 828 

は は 係助詞

シングル シングル 普通名詞 128 428 941 

に． に 格助詞

お お 接頭辞

部屋 部屋 普通名詞 941 

を を 格助詞

お お 接頭辞

替わり 替わる 本動詞 連用 376 

いただき いただ< 補助動詞 連用

まし ます 助動詞 た

て て 接続助詞

料金 料金 普通名詞 748 

が が 格助詞

100ドル N円 普通名詞 121 828 

となる となる 助動詞 連用

ます ます 助動詞 甚本

5. 挿入マーカの確認

この文の場合は、助詞、助動詞類が内容語の境界を示すので、マーカの挿入は行なわれていない。

6. 日中変換辞書の作成

この文で対訳が必要な語は、 「十八日」 「シングル」 「部屋」 「替わる」 「料金」 「百ドル」。

部分的に翻訳を行なうと、

***Input*** ***Input*** 

(18日） （シングル）

***Output*** ***Output*** 

十八号。 (0.0) 単人房。 (0.0) 

***Input*** ***Input*** 

（部屋） （替わり）

***Output*** ***Output*** 

房何。 (0.0) 有変化。 (0.0) 

***Input*** ***Input*** 

（料金） (100ドル）

***Output*** ***Output*** 

漿用。 (0.0) (0.0) 

となり、 「100ドル」の対訳が不足しているととがわかるが、この語は terminalrule用に合成

しているので、変換パタンを作ることにする。
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また、 「部屋を替わる」の場合の「替わる」の対訳は、＂搬＂にしたいが、これは変換パタンにロー

カル辞書で追加することにする。

7. 変換パタンの新規作成および目的言語パタンと用例の追加

部分的な翻訳を行ない、翻訳結果が得られない場合は翻訳メニューの SearchRule Nameで変換

パタンを検索する。該当する変換パタンが存在しない場合は、変換パクンを新規作成し、存在す

る場合は、正しい翻訳結果が得られるように必要に応じて目的言語パタンを追加し、不足用例を

補う。

先に terminalrule用に合成した「100ドル」の変換パクンを以下のように作成する。

(define-pattern n-dollers :j-c terminal 

(?x IIドル") (:head 2) =〉

(((! X "美元＂）（量 2))

(((110 0 "))))) 

再度部分的に翻訳すると、以下のように対訳が得られる。

***Input*** 

(100ドル）

***Output*** 

ー百美元。 (0.0) 

部分的な翻訳は、各形態素の係り受けを考えながら取り得る下部構造の数が少ない構造から行な

う。この文の場合、以下の順となる。

(a) (お部屋）

(b) (お替わりいただき）

(c) (お替わりいただきまし）

(d) (お部屋をお替わりいただきまし）

(e) (シングルにお部屋をお替わりいただきまし）

(f) (十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまし）

(g) (百ドルとなり）

(h) (百ドルとなります）

(i) (料金が百ドルとなります）

(j) (十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとな

ります）

***Input*** 

（お）（部屋）

***Output*** 
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房伺。 (0.0) 

***Input*** 

（お）（替わり）（いただき）

***Output*** 

有変化。 (0.6666667) 

***Input*** 

（お）（替わり）（いただき）（まし）

***Output*** 

有変化。 (0.6666667) 

***Input*** 

（お）（部屋）（を）（お）（替わり）（いただき）（まし）

***Output*** 

有変化房何。 (0.6666667) 

***Input*** 

（シングル）（に）（お）（部屋）（を）（お）（替わり）（いただき）（まし）

***Output*** 

在単人房有変化房伺。 (1.6666667) 

***Input*** 
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(18日）（は）（シングル）（に）（お）（部屋）（を）（お）（替わり）（いただき）（まし）

***Output*** 

十八号在単人房有変化房伺。 (2.3333335) 

***Input*** 

(100ドル） （となる）

***Output*** 

ー百美元。 (0.4666707) 

***Input*** 

(100ドル） （となる）（ます）

***Output*** 

ー百美元。 (0.4666707) 

***Input*** 

（料金）（が） (100ドル）（となる）（ます）

***Output*** 

ー百美元的腺用。 (0.4666807) 

***Input*** 
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(18日）（は）（シングル）（に）（お）（部屋）（を）（お）（替わり）（いただき）（まし）（て）（料

金） （が） (100ドル） （となる）（ます）

***Output*** 

十八号在単人房有変化房岡，ー百美元的漿用。 (3.3555698) 

結果、 （＂お II ?x IIいただ<II)、 (?XIIにII ?y)、 (?x IIはII ?y)、 (?XIIとなる II)、 (?XIIが

II ?y)、 (?x IIてII ?y) の変換パタンと用例が不足していることがわかる。ここで、変換パクン

の新規作成と用例の追加を行なう。

(define-regular-pattern o-itadaku-reg :j-c p 

("お II ?X IIいただ<") (:head 2) =〉

（（（＂需要 II !x) (功短（助勃 1) 2)) 

（ 

（（＂替わる＂））

）） 

(define-pattern particle-ni-c :j-c c 

(?x IIに" ?y) (:head 3) =) 

←目的言語パタンの追加

←用例の追加

(((!y II到II !x) (劫短 1(介 2) 3)) ←目的言語パクンの追加

（ 

（（＂シングル II) (II替わる II)) ←用例の追加

） 

((y ((本動詞＂替わる＂）（劫＂搬 II)))) ←ローカル辞書の追加

） 

(define-pattern particle-訂a-s :j-c s 

(?x IIは"?y) (:head 3) :::) 

(((!x !y) (子句 12)) 

( .  

(("N日II) (II替わる II)) ←用例の追加

）） 

(define-regular-pattern modal-tonaru-reg :j-c p 

(?x IIとなる") (:head 1) =〉

(((!x)) 

（ 

(("N円＂））

）） 

←用例の追加
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(define-pattern particle-ga-s : j-c s 

(?XIIが"?y) (:head 3) =) 

(((!x "73" !y) (子句 1(判 2)3)) 

（ 

（（＂料金") ("N円＂））

）） 

(define-pattern conj-te-u :j-c u 

(?x "て "?y) (:head 3) =〉

(((!x ", " !y) (句子 1(符 2)3)) 

（ 

(("替わる") ("N円＂））

）） 

←目的言語パタンの追加

←用例の追加

←用例の追加

-51-

不足している変換パタンを作成し、かつ、すぺての不足用例を補うと、以下のように全文の翻訳

結果が得られる。 「部屋」の対訳＂房岡 IIは余剌となるが、後ほど生成の段階で削除することとし、

これを生成処理前の最終結果とする。

***Input*** 

十八日はシングルにお部屋をお替わりいただきまして料金が百ドルとなります

***Output*** 

十八号需要搬房河到単人房，襲用カー百美元。 (0.0) 

8. 中国語生成規則の作成

中国語として、＂搬房「明到単人房＂という表現はあり得ない。そこで、以下の生成規則を追加する。

（（搬房河到単人房）＇’ー〉＂（搬到単人房） ((: D 1 NIL))) 

再度翻訳を実行すると、翻訳結果は以下のようになる。

***Generation*** 

（（句子（子句（数 111811) (名＂号＂）（劫短（功短（劫短（助功＂需要＂）（功＂搬＂））（名＂房

何＂））（介 II到＂）（名＂単人房 II))) (符 IIJ II) (子句（名＂典用＂）（判＂力＂）（数 "100") (量＂美

元＂））））

＝） 

十八号需要搬到単人房，襲用カー百美元。

9. 訓練終了

TDMTツールの画面では、上の Outputを得るために、以下の変換パタンが適用されたことが表示

される。
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*** Distance calculation in Transfer*** 

0.000000 .. (CONJ-TE-U) U : (?Xて ?Y) =〉(!X , ! Y) . . . . ((替わる） (N円））

0.000000 .. 

0.000000 .. 

(PARTICLE-りA-S) S :(?Xは ?Y) =〉 (!X !Y) .... ((N日）（替わる））

(N-DAY) TERMINAL : (?X 日） =) (!X号） .... ((00)) 

0.000000 .. c-nrc) : c数詞 00) =〉（（数 18))

0.000000 .. (PARTICLE-NI-C) C :(?X に ?Y) =〉 (!Y到 !X) . . . . ((シングル）（替

わる））

0.000000 .. c~nrc) : c普通名詞シングル）＝〉（（名単人房））

0 .000000 .. 

0.000000 .. 

(PARTICLE噸 0-C) C : (?Xを ?Y) =〉(!y ! X) . . . . ((部屋）（替わる））

(PREFIX-□) N :(お ?X) =〉 (!X) .... ((部屋））

0.000000 .. c~nrc) : c普通名詞部屋）＝〉（（名房伺））

0.000000 .. (AUXV-MASHI) PX :(?X まし）＝〉 (!X) .... ((替わる））

0.000000 .. 

0.000000 .. 

(0-ITADAKU-REG) P :(お ?X いただく）＝〉（需要!X) .. . . ((替わる））

(-LOCAL) : (本動詞替わる）＝〉（（功搬））

0.000000 .. 

0.000000 .. 

0.000000 .. 

(PARTICLE-GA-S) S :(?Xが ?Y) =〉 (!X力 !Y)

(-DIC) : (普通名詞料金）＝〉（（名漿用））

(AUXV-MASU) ex :(?X ます）＝〉 (!X) .... ((N円））

（（料金） (N円））

0 .000000 .. (MODAL-TONARU-REG) P :(?X となる）＝〉 (!X) .... ((N円））

0.000000 .. (N-DOLLERS) TERMINAL :(?X ドル）＝〉 (!X美元） .... ((0 0)) 

0.000000 :: (-DIC) : (数詞 00) =〉（（数 100))

TOTAL DISTANCE= 0.000000 

*** Distance calculation in analysis*** 

LEXICAL-TRANSFORMATION ... 

0. 000000 : : (COMPOUND-TO-NARU) 2 : (となり）＝）（となる）

0. 000000 : : (NUM-DOLLERS) 5 : (100 ドル） =) (100 ドル）

0. 000000 : : (NUM-DATE) 6 : (18 日） =) (18日）

TOTAL DISTANCE= 0.000000 

・構文解析の確認

原言語構文解析結果を確認する。この構文解析の図は、訓練途中においても随時部分的に出力さ

せ、不足している知識を検討したり、係り受けの正しさを確認するのに活用するとよい。

TOP [(?Xて ?Y) ---U] 

1--?X [(?Xは ?Y) ---S] 

I 1--?X [(18日）一―-compound] 

I 

1--?Y [(?X に ?Y) ---CJ 

I―?X [(シングル）］

I 

1--?Y [(?Xを ?Y) ---C] 

1--?X [(お ?X) ---NJ 

I 1--?X [(部屋）］
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I 

I 

I 

I 

I 

I 

1--?Y [(?Xまし）一―-PX] 

1--?X [(お ?Xいただく）

1--?X [(替わり）］

1--?Y [(?X 力~?Y) ---S] 

1--?X [(料金）］

I 
1--?Y [(?Xます）――-CX] 

1--?X [(?X となる）一―-P] 

---P] 

1--?X [(100ドル） ――-compound] 
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翻訳結果が正しく出力されていること、構文解析が正しいこと、意味距離が 0になっていること、

訳文が複数出ていないことを確認し、訓練終了とする。



-54- 第 5章解析変換知識の作成

5.1.2 位U2 : "説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども”

1. 前準備

例 1に同じ

2. 翻訳実行

TDMTツールのメニューで翻訳を実行する。望ましい翻訳ではないが出力結果が得られる。

***Input*** 

説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども

***Output*** 

況明弔？没有技到了，気，干。 (5.3214316) 

3. 形態素解析結果の確認

TDMTツールのメニューで、 MorphAnalysis Onlyを選択すると以下のように解析知識適用前の

形態素情報が表示される。

sentence: 説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども

WORD REG-EXP POS CONJ-FORM PRON SEM-CODES 

説明書 説明書 普通名詞

です です 判定詞 基本

か か 終助詞

見当たら 見当たる 本動詞 ない

なかっ ない 助動詞 た

た た 助動詞 基本

気 気 普通名詞

が が 格助詞

する する 本動詞 基本

ん ん 準体助詞

です です 判定詞 基本

けれども けれども 接続助詞

次に MorphAnalysisを選択して比較し、適用されている解析知識を確認する。

sentence: 説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども

WORD REG-EXP POS CONJ-FORM PRON SEM-CODES 

説明書 説明書 普通名詞 845 

です です 判定詞 基本

か か 終助詞

見当たら 見当たる 本動詞 ない 426 

なかっ ない 助動詞 た

た た 助動詞 基本

気 気 普通名詞 160 834 

が が 格助詞

する する 本動詞 基本 250 361 400 

のです のです 助動詞 基本

けれども けれども 接続助詞
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ここでは、準体助詞「ん」が「の」に修正され、さらに、 「の＋です」が形態素合成されている。

4. lexical-transformationの作成

さらなる形態素情報の修正は必要がないので、行なわない。

5. 挿入マーカの確認

以下のように形態素の境界を示すマーカが挿入されている。

LOCAL-TRANSFORMATION ... 

（説明書ですか {ENDP-}見当たらなかった (/KIRON-}気がするのですけれども）

6. 日中変換辞書の作成

この文で対訳が必要な語は、 「説明書」 「見当たる」。

他に、 「気」 「する」も内容語であるが、対訳の都合上、変換パタンに組み込むことにする。

部分的に翻訳を行なうと、

***Input*** 

（説明書）

***Output*** 

悦朋廿。 (0.0) 

***Input*** 

（見当たら）

***Output*** 

投到。 (0.0) 

となる。この文では、 「見当たる」の対訳を＂看見＂としたいが、これは変換パタンにローカル辞

書で追加することにする。

7. 変換パタンの新規作成および目的言語パタンと用例の追加

・構文解析の確認

原言語構文解析結果を確認し、不足している知識を検討する。

TOP [(?X〈ENDP-) ?Y) ---U] 

1--?X [(?Xか）――-SX] 

I 1--?X [(?Xです）――-SX] 

1--?X [(説明書）］．

1--?Y [(?X (/KIHON-) ?Y) ---U] 

1--?X [(?X tc:) ---SX] 

I 1--?X [(?Xない）一--CX] 

1--?X [(見当たら）］

1--?Y [(?X力{?Y) ---U] 

1--?X [(気）］

1--?Y [(?X けれども）一―-SX] 



-56- 第 5章解析変換知識の作成

1--?X [(?Xのです）―-SX] 

1--?X [(する）］

(?Xた）がカテゴリ SXとなっているため、その外側の構造に、カテゴリ Uのパクンが選択されて

いる。これでは、「見当たらなかった」が「．．．〈/KIHON-〉気がする」の下部構造になり得

ない。そこで、 「見当たらなかった」をカテゴリ exに、「...(/KIHON-)気がする」をカテ

ゴリ Sにする方針で以下の変換パタンを作成する。

(define-pattern nakatta-cx : j-c ex ←変換パクンの新規作成

(?x IIなかっ 11 11 ti:: 11) (: head 1) =〉

(((II没有 II ! x) (劫短（劫 1) 2)) ←用例の登録

（ 

((11見当たる＂））

））） 

(define-pattern /kihon-ki-ga-suru :j-c s ←変換パタンの新規作成

(?x (/kihon-) 11気＂＂が＂＂する 11) (: head 1) =) 

((("好像 II ! x) (功短（劫 1) 2)) 

（ 

（（＂見当たる＂））

） 

((x ((本動詞＂見当たる＂）（劫＂看見 II))))

）） 

←用例の登録

←ローカル辞書の登録

再度翻訳すると、以下のように正しい構文解析が得られる。

TOP [(?X〈ENDP-)?Y) ---U] 

1--?X [(?Xか）――-SX] 

I 1--?X [(?Xです）一--SX] 

I 1--?X [(説明書）］

1--?Y [(?Xけれども）一―-SX] 

1--?X [(?Xのです）一―-SX] 

1--?X [(?X (/KIRON-)気がする）一―-SJ 

1--?X [(?Xなかった）一―-CX] 

1--?X [(見当たら）］

ここで翻訳結果は以下のようになる。

***Input*** 

説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども

***Output*** 

悦朋お？好像没有看見。 (3.00002) 

「説明書ですか」を＂唱＂を使った疑問文にしたいので、以下の用例を追加する。



5.1. 作成手順の例

(define-pattern ending-ka :j-c sx 

(?x IIか") (: head 1) =〉

(((!X II喝 IIII? II) (子句 1(i吾勺 2)(符 3)))

（ 

（（＂説明書 II)) ←用例の追加

））） 

以下のような翻訳結果が得られるので、これを最終結果とする。

***Input*** 

説明書ですか見当たらなかった気がするんですけれども

***Output*** 

悦明弔喝？好像没有看見。 (2.3333535) 

• exact match用例の追加
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翻訳結果が決まったので、以下の適用バタン一覧を見て exactmatch用例の不足を補う。

*** Distance calculation in Transfer*** 

1. 000010 : : (MARKER-ENDP-U2) U : (?X〈ENDP-〉?Y)=〉 (!X。 ! Y) . . . . ((いる一）（捜

す））

0.000000 :: (ENDING-KA) SX :(?Xか） =) (!X喝？）．．．．（（説明書））

0. 666667 : : (AUXV-DESU-SX) SX : (?Xです） =) (!X) .... ((こと））

o . .000000 : : c-nrc) : c普通名詞説明書）＝）（（名悦朋弔））

0 .666667 : : (ENDING-KEREDOMO) SX : (?Xけれども） =) (!X。）．．．．（（存知る））

0 .000010 : : (AUXV-NODESU) SX : (?Xのです） =) (!X) .... ((捜す））

0. 000000 : : (/KIHON-KI-GA-SURU) S : (?X〈/KIHON-)気がする）＝）（好像!X) . . . . ((見

当たる））

0. 000000 : : (NAKATTA-CX) ex : (?Xなかった）＝）（没有 !X)

0.000000 :: c-10cA1) : c本動詞見当たる）＝）（（劫看見））

TOTAL DISTANCE= 2.333354 

用例が不足しているのは、距離が "0.000000"でない箇所である。

（（見当たる））

(?x IIです")(?x IIのです")(?x IIけれども")(?x (endp-〉?y)のパクンにそれぞれ用例を追

加する。

8. 中国語生成規則の作成

この文では、以下の既存の句点の削除の規則が使われている。

((? 0 劫）＂ー）＂（？劫） ((: D 1 NIL))) 

***Generation*** 

（（句子（子句（名＂悦明お II) Ci吾気 II喝＂）（符＂？＂））（符 IIO 11) (功短（功＂好像＂）（功

短（劫＂没有＂）（功＂看見＂）））（符＂。＂）））

＝） 

況朋井喝？好像没有看見。



-58- 第 5章解析変換知識の作成

9. 訓練終了

翻訳結果が正しく出力されていること、構文解析が正しいこと、意味距離が0になっていること、

訳文が複数出ていないことを確認し、訓練終了とする。



5.2. 精度を確認するためのツール類 -59-

5.2 精度を確認するためのツール類

（目的〕 新規の訓練を続けていく間に、訓練済みの言語表現に対して副作用を起こしてしまうことがあ

るため、 200文程度の訓練が終了した時点を目安に、定期的に各種のツールを用いて解析変換知

識の精度を確認する作業を行なうのが望ましい。

（管理者） システム管理者

（格納場所〕

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/transfer/code/compare-results.lisp 

/usr/local/TDMT/tdmt-multi-dev/misc/*.lisp 

※miscに格納されているプログラムは実行前にロードすること。

〔書式および例〕

1. 翻訳結果の作成

素読み用ファイル、また差分確認用のマスタファイルおよび比較ファイルを作成するのに用

いる。指定する対象テキストは、 text-definitions.lispの階層構造に従うものとする。

書式： (make-result (翻訳結果出カファイル〉＇（（（対象テキスト〉）））

例： (make-result "-/JC-closed.text"'(("JC-closed")) 

2. 翻訳結果の差分の作成

1で作成したマスクファイルと比較ファイルとの差分を作成するのに用いる。

書式： (compare-results (マスタファイル）（比較ファイル）（差分ファイル））

例： (compare-results "-/JC-closed.master" "-/JC-closed.text" 

"-/JC-closed.dif") 

3. 重複用例の確認

同一原言語パタン内で、直複して出現する用例を出力するのに用いる。

書式： (find-same-examples (p-dataの場所〉（出カファイル〉）

あるいは、 (check-example-duplicates (p-dataの場所〉（出カファイル〉）

例: (:find-same-examples 11-/j-c/p-data/*.lisp" "-/output") 

あるいは、

(check-example-duplicates "-/j-c/p-data/*.lisp" "-/output") 
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も過剰訓練の確認

訓練文に使用していない、過剰な解析知識、および変換知識の原言語パタン・目的言語パタ

ン・用例を出力するのに用いる。指定する対象テキストは、 text-definitions.lispの階

層構造に従うものとする。

書式： (count-unused-patterns'((〈対照テキスト）））（出カファイル〉）

例： (count-unused-patterns'(("JC-closed")) "-/output") 



5.3. 各種知識の統計データ

5.3 各種知識の統計データ

※2000年 1月 1日現在

辞書

1. 日本語意味コード辞書 (jrna-atr-sern-code.text)

0 単語数... 21,045 

0 バイト数.. . 801,051 

2. 日中変換辞書 (japanese-to-chinese.lisp)

0 単語数.. . 10,676 

0 バイト数... 697,053 

3. 中国語生成規則 (gen-rule.lisp)

• 規則数.. . 148 

• バイト数... 9,842 

解析知識

1. replaceー百ord-in士o.lisp

• 単語数.. . 1,699 

• バイト数.. . 106,612 

2. lexical-transformation 

• ルール数．．． 156 

• バイト数．．． 42,616 

目的別内訳

項目 ルール数

形態素の合成 51 

形態素の除去 1 

品詞の変更 12 

正規形の修正 33 

表層形の修正 4 

誤りの修正 1 

terminal rule 54 

計 156 

-61-



-62-

3. local-transformation 

0 ルール数... 33 

0 パイト数.. . 7,732 

変換知識

lb)レール数

0 バイト数

745 

400,535 

1. パタンの種類別内訳

パタンの種類

define-pattern 

define-regular-pattern 

計

2. カテゴリ別内訳

カテゴリ 個数

u 99 

SX 87 

s 70 

ex 67 

C 101 

px 66 

p 42 

a 4 

na 2 

nnx 3 

nn 74 

nx 58 

n 20 

terminal 52 

計 745 

第 5章解析変換知識の作成

個数

488 

257 

745 
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付録 A

マーカ一覧

2000年 1月 1日現在で、定義されているマーカの一覧及びその定義を示す。

体言に続くマーカ

名称 前 後

〈n-n) 名詞1形式名詞接尾辞人称接尾辞 名詞連体形容詞ローマ字接頭辞連体詞

(n-adv〉 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 副詞接続副詞

(n-i) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 感動詞

(n-v) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 本動詞

〈n-a) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 形容詞

〈n-an) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 形容名詞

〈n-san) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 サ変形容名詞

(n-sn} 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 サ変名詞

(n-fn) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 形式名詞

(n-c) 名詞形式名詞接尾辞人称接尾辞 接続詞

(sn-n) サ変名詞 名詞連体形容詞ローマ字接頭辞連体詞

(sn-adv) サ変名詞 副詞接続副詞

〈sn-i) サ変名詞 感動詞

〈sn-v) サ変名詞 本動詞

〈sn-a) サ変名詞 形容詞

(sn-an) サ変名詞 形容名詞

(sn-san〉 サ変名詞 サ変形容名詞

〈sn'-sn〉 サ変名詞 サ変名詞

〈sn-fn〉 サ変名詞 形式名詞

(sn-c) サ変名詞 接続詞

1ここでは普通名詞、代名詞、数詞、準数詞のこと。
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その他のマーカ

名称 月`＇1J 後

〈sou/denbun〉 全活用語の基本形 準体助動詞或いは助動詞の「そう」

〈/kihon-) 全活用語の基本形 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈/renyou-) 全活用語の連用形 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈adv-) 副詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈cadv-) 接続副詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈an-) 形容名詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

(san-〉 サ変形容名詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

(da-) 連体形容詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈i-〉 感動詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

(subp-) 副助詞 内容語接頭辞接続詞連体詞

〈endp-) 本動詞助動詞補助動詞判定詞2 内容語接頭辞接続詞連体詞

終助詞準体助動詞

〈r-) ローマ字 内容語3接頭辞接続詞連体詞

(r-r〉 ローマ字 ローマ字

2ただし甚本形、連用形の場合を除く。
3 ただしローマ字の場合を除く。



付録 B

category-jc.lisp 

2000年 1月1日現在で、 category-jc.lispの全文を以下に示す。

category-jc.lisp 

(in-package "TRANSFER") 

(clear-categories :j-c) 

(de全ine-category-setword-n : j-c普通名詞固有名詞代名詞サ変名詞形容名詞

サ変形容名詞形式名詞数詞準数詞ローマ字）

(de士ine-category-setgroup-n :j-c普通名詞固有名詞代名詞サ変名詞形容名詞

サ変形容名詞形式名詞数詞沸数詞ローマ字

副詞接続副詞 nnx na nn nnx) 

(define-category-set口ord-p :j-c本動詞形容詞補助動詞連体形容詞）

(define-category-set group-a :j-c形容詞形容名詞 a)

;;; termュnal

(define-category terminal :j-c word-n word-p terminal) 

；；；名詞関係 noun

(define-category n : j-c口ord-nn) 

(define-category nx :j-c word-n n nx) 

(define-category na :j-c形容詞 a

冒ord-nn nx nn) 

；複合名詞、氏名

＋接頭辞、接尾辞

；形容詞

十名詞類

(define-category nn :j-c word-n n nx na nn ; 名詞類十の十名詞類

匹 rd-pp px c ex) ; 連体修飾語十名詞類

(define-category nnx :j-c word-n n nx na nn nnx) ; nn十接辞

；；；形容詞関係 adjective

(define-category a :j-c group-a副詞接続副詞） 副詞＋形容語
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；；；文関係 predicate-) case element -〉 sentence-) utterance 

(define-category p :j-c group-n訂ord-pp ; 複合用言

group-a) ; 連用修飾語

(define-category px :j-c group-n word-p p px ; +助動詞類

group-a) 

(define-category c :j-c group-n word-pp px c 

group-a感動詞）←

(define-category ex :j-c group-n word-pp px c ex 

group-a感動詞）

(define-category s :j-c group-n百ord-pp px c ex s 

group-a感動詞）

(define-category sx :j-c group-n word-pp px c ex s sx 

group-a感動詞）

， 

；主語以外の格要素

＋助動詞、副詞

；主語含む文

十文末語尾

(define-category u :j-c group-n冒ord-pp px c ex s sx u; 発話

group-a感動詞）

；更新履歴

; 1999. 2. 8新体系に移行

; 1999. 2.19 group-nに nnxを追加

; 1999. 3. 5 nnの下位に exを追加

; 1999. 3.31接続副詞を追加
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付録 C

原言語パタン一覧

2000年1月1日現在で、日中変換知識として使用されている原言語パタンの一覧をカテゴリ別に示す。

現在のパタン数は合計で 745である。

各行に、パタンのカテゴリ、原言語パタンの二項目を記述し、対応する目的言語パタンは省略した。

パタンに含まれる変項のうち、標準的でない下部構造の制限がある場合は、それも記述した。パタンの

書式には define-regular-pattern と define-patternの2種類があるが、この区別は省略し、実

際にパタンとして利用される表現 (define-patternなら表層形、 define-regular-patternなら正

規形）のまま列挙した。以上のような理由により、リスト上では同ーに見える項目もあるが、それらも

重複させたまま列挙した。

なお、以下では文字列に対する引用符＂＂も省略した。

C.1 カテゴリ u(99) 

u (いずれにしろ (subp-〉?x)
u (こちらこそ〈subp-〉?x)
u (しかし ?x)
u (じゃ ?x)
u (そういたしましたら ?x)
u (そうしましたら ?x)
u (そうしまして ?x)
u (そうしますと ?x)
u (そうすると ?x)
u (そこで ?x)
u (そしたら ?x)
u (そして ?x)
u (その分〈n-san〉?x)
u (それから ?x)
u (それじゃ ?x)
u (それでしたら ?x)
u (それではですね〈endp-)?x) 
u (それでは ?x)
u (それで ?x)
u (それと ?x)
u (それに ?x)
u (だから ?x)
u (ですから ?x)
u (ですが ?x)
u (ですけれども ?x)
u (ですので ?x)
u (では ?x)
u (でも ?x)
u (で ?x)
u (ということは ?x)
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u (ところで ?x)
u (なんか (subp-〉もう〈adv-〉?x)
u (実は ?x)
u (?xかどうか ?y)
u (?xから ?y)
u (?xから ?y)
u (?xが ?y)
u (?xけども ?y)
u (?xけど ?y)
u (?xけれどもそれでも ?y)
u (?xけれども ?y)
u (?xし ?y)
u (?xたらば ?y)
u (?xたら ?y)
u (?xた〈/kihon-〉ため〈n-n〉?y)
u (?xた〈/kihon-〉まま {n-v〉?y)
u (?xた〈/kihon-〉場合〈n-n〉?y)
u (?xだから ?y)
u (?xってことは ?y)
u (?xって ?y)
u (?xてそれで ?y)
u (?xて〈endp-〉?y)
u (?xて ?y)
u (?xでしたら ?y)
u (?xですが ?y)
u (?xでは ?y)
u (?xで〈/renyou-〉?y)
u (?xで ?y)



C.2. カテゴリ sx(87) 

u (?xで ?y)
(:x group-n word-pp px c ex s sx group-a) 

u (?x と ?y)
u (?x と ?y)

(: x group-n 1v0rd-p p px c ex s sx group-a 
感動詞）

u (?xなら ?y)
u (?xなので ?y)
u (?xには ?y)
u (?xので ?y)
u (?xので ?y)

(:x group-n訳ord-pp px c ex s sx group-a) 
u (?xのだ あ るば ?y)
u (?xの場合は ?y)
u (?xの ?y)
u (?xは ?y)
u (?xば ?y)
u (?xまで ?y)
u (?x も ?y)
u (?xようだあ るば ?y)
u (?xようですと ?y)
u (?x〈/kihon-〉が ?y)
u (?x〈/kihon-)ですから ?y)

(:x group-n word-p p px c ex s sx group-a 
感動詞）

u (?x〈/kihon-〉で ?y)

C.2 カテゴリ SX(87) 

sx (お ?xて）
sx (お ?xできるませんか）
sx (もう〈adv-) 1度〈n-n〉?xてください）
sx (?x う）
sx (?xかあ）
sx (?xかしら）
sx (?xかどうか）
sx (?xかもしれません）
SX (?Xから）
sx (?xかな）
sx (?xかね）
sx (?xかを ?y)
sx (?xか〈endp-〉それとも ?yか）
sx (?xか〈endp-)?y) 
sx (?xか）
sx (?xが）
sx (?x ください）
sx (?xけど）
sx (?xけれども）
SX (?X し）
sx (?x じゃないでしょうか）
sx (?xずに）
sx (?xたよう）
sx (?x tc) 
sx (?xだある）
sx (?xだ）
sx (?xつけ）
sx (?xていただけるないでしょうか）
sx (?xていただけるませんか）
sx (?xてください）
sx (?xては）
SX (?Xて）
sx (?xでございます）
sx (?xでした）
sx (?xです）
sx (?xででしたでしょうか）
sx (?xでなかったですか）
sx (?xで ?y)

u (?x〈/kihon-〉場合〈n-n〉?y)
u (?x〈/kihon-)?y) 
u (?x (/renyou-〉?y)
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(:x group-n冒ord-pp px c ex s sx group-a 

感動詞）
u (?x〈)次第〈〉 ?y)
u (?x〈〉次第 ?y)
u (?x〈adv-〉?y)
u (?x〈cadv-〉?y)
u (?x〈endp-〉だから ?y)
u (?x〈endp-〉?y)
u (?x (endp-) ?y) 

(:x group-n word-pp px c ex s sx group-a 
感動詞）

u (?x〈i-〉?y)
u (?x〈n-adv)?y) 
u (?x〈n-c〉?y)
u (?x〈n-i〉?y)
u (?x〈n-n〉?y)
u (?x〈n-n〉?y)

(:x word-pp px c ex s sx u感動詞）

u (?x〈n-sn〉?y)
u (?x〈r-)?y) 
u (?x (sn-c〉?y)
u (?x〈sn-n〉?y)
u (?x〈subp-)?y) 

sx (?xで）
sx (?x ということ）
sx (?x といいますと）
sx (?x と良い）
sx (?x と ?y〈an-〉どちらになさいますか）
sx (?x と ?y)
sx (?xなあ）
sx (?xなのです）
sx (?xなのでしょうか）
sx (?xにも ?yをください）
SX (?X ね）
sx (?xのです）
sx (?xので）
SX (?Xのかしら）
sx (?xのじゃないかなあ）
sx (?xのだ）
sx (?xはどういうものですか）
sx (?xは）
SX (?X ばよろしい）
sx (?xば良いでしょうか）
sx (?xば良いわけですか）
sx (?xば良い）
sx (?xば）
sx (?xましょうか）
SX (?X ませんか）
sx (?xませんでしたか）
sx (?xませんでしょうか）
sx (?xませ）
sx (?x ものです）
sx (?x もください）
sx (?x も ?yをください）
sx (?xようです）
sx (?x よね）
sx (?x よ）
SX (?X わ）
sx (?xをください）
sx (?xを下さい）
sx (?x〈/renyou-〉?y)
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sx (?x〈〉なるないでしょうか）
sx (?x〈〉もので）

sx (?x〈〉わけ）
sx (?x〈adv-〉?y)

sx (?x (an-〉?y)

sx (?x〈i-〉?yへ）

C.3 カテゴリ s(70) 

s (ちょっと〈n-n〉?x)

s (なかなか〈an-〉?xが ?y)

s (なんか〈subp-〉?xが ?y)

s (まあ (adv-〉?x)

s (もう〈adv-〉?x)

s (今まで ?x)
s (?xかどうか〈endp-〉?y)

s (なかと ?y)

s ('?xかは ?y)

s (?xか〈endp-〉?y)

s (?xか〈subp-〉?y)

s (?xが ご ざ い ま す の は ?y)

s (?xが ?y)

s (?xたという ?y)

s (?x tz:: のは ?y)

s (?x -'Aさと ?y)

s (?x って ?y)

s (?xてから ?y)

s (?xて ?y)

s (?xですが ?y)

s (?xですけれども ?y)

s (?xですね〈endp-〉?y)

s (?xでは ?y)

s (?xでも (subp-〉?y)

s (?xでも ?y)

s (?xでですね〈endp-〉?y)
s (?xで ?y)

s (?x という ?y)
s (?x という ?y)

s (?x と ?y)

s (?xながら ?y)

s (?xなら ?y)

s (?xなんて〈subp-〉?y)

s (?xにすると ?y)

s (?xについて ?y)

s (?xには ?y)

s (?xによって ?y)

C.4 カテゴリ ex(67) 

ex (そんなに〈adv-〉?xない）
ex (もし〈〉 ?xたらと思う）
ex (?xいただける）
ex (?x うとする）
ex (?xかどうか）
ex (?xができる）
ex (?xがよろしい）
ex (?x しか〈subp-〉?yません）
ex (?xせる）
ex (?xそう）
ex (?x t-cい）
ex (?xたらと思う）
ex (?xたら良い）
ex (?xただけ）
ex (?xた）
ex (?x -Ji. さないかと ?y)

付録 C原言語パタン一覧

sx (?x (n-c〉それとも ?yか）

sx (?x〈n-n〉それとも ?yか）

sx (?x〈n-v〉ください）

sx (?x (n-v〉下さい）
sx (?x〈sn-a〉?y)

s (?xにつきましては ?y)

s (?xにですね〈endp-〉?y)

s (?xにも ?y)

s (?xに関しては ?y)

s (?xに関しましては ?y)

s (?xに ?y)

s (?xので ?y)

s (?xの か 〈endp-〉?y)

s (?xの た め に ?y)

s (?xのは ?y)

s (?xの件で ?y)

s ( な の 件 は ?y)

s (?xの ?y)

s (?x は で す ね (endp-〉?y)

s (?xは ?y)

s (?xばと ?y)

s (?xば ?y)

s (?x まで ?y)
(:x l'lord-n n nx na nn) 

s (?x も ?y も ?z)
(:x l'lord-n n nx) 
(:y l'lord-n n nx) 

s (?x も ?y)

s (?x よう〈/kihon-〉?y)

s (?xを ?y)

s (?x〈/kihon-〉気がする）

s (?x〈adv-〉?y)

s (?x (n-adv〉?y)

s (?x〈n-an〉?y)

s (?x (n-n〉とも (n-an〉?y)

s (?x (n-n〉とも〈n-n〉?y)

s (?x〈n-n〉とも〈n-n) ?y) 

s (?x (n-n〉?y)

s (?x (n-sn〉?y)

s (?x (n-v〉?y)

s (?x〈sn-v〉?y)

ex (?xだない）
ex (?x tiはございません）
ex (?x tiどは無い）
ex (?xてある）
ex (?xていただくておる）
ex (?xていただく）
ex (?xていただける）
ex (?xている）
ex (?xておく）
ex (?xておる）
ex (?xてください）
ex (?xてもらえる）
ex (?xてよろしい）
ex (?xて良い）
ex (?xできる）
ex (?xでしょう）



C.5. カテゴリ C(101) 

ex (?x ということ）
ex (?xない）
ex (?xなかった）
ex (?xなければならない）
ex (?xなければなりません）
ex (?xなど）
ex (?xなのでしょう）
ex (?xにする）
ex (?xになる）
ex (?xのみ）
ex (?xのでしょう）
ex (?xはできる）
ex (?xば良い）
ex (?xましょ）
ex (?xまし）
ex (?xます）
ex (?xません）
ex (?xもできる）

C.5 カテゴリ C (101) 

C (あうせるて ?x)
C (ちょっと (n-adv〉?x)
C (ちょっと〈n-i〉?x)
C (ちょっと〈n-san〉?x)
C (ちょっと〈n-sn)?x) 
C (どなたか (subp-〉?x)

C (もう〈advー）少し〈adv-〉?x)
C (もう〈adv-〉?x)

C (もし〈〉 ?xさえ(〉 ?y)
C (よく〈/renyou-〉?xない）
C (誰か〈subp-〉?xに ?y)
C (?xからの ?y)

(: x word-n n nx na nn) 
C (?xから ?yまで ?z)

(:x word-n n nx na nn) 
(: y word-n n nx na nn) 

C (?Xから ?y)
(: x word-n n nx na nn) 

C (?xかで ?y)
C (?xかと ?y)

C (?xか〈subp-〉なにか〈subp-)?y) 
C (?xか (subp-)?y) 
C (?xが ?y)
C (?xごとに ?y)
C (?Xたり〈subp-〉?yたり）
C (?Xだ け で ?y)
C (?xだけ〈subp-)?y) 
C (?xても ?y)
C (?xてから ?y)
C (?xてそして ?y)
C (?Xて ?y)
C (?xでは ?y)
C (?xでも〈subp-〉?y)
C (?xでも ?y)
C (?xででも〈subp-)?y) 

C (?Xではありません）
C (?xで ?yをお願うする）
C (?xで ?y)
C (?X というふうに ?y)
C (?x という もの）

(: x word-n n nx na) 
C (?X という ?y)

(: x word-n n nx na) 
C (?x として ?y)

C (?x との ?y)
C (?x とは別に ?y)

ex (?xようにする）
ex (?xれる）
ex (?xわけです）
ex (?xをする）
ex (?x〈/kihon-〉はず）
ex (?x〈/kihon-〉者）
ex (?x〈/renyou-〉?y)

ex (?x〈)ことがある）
ex (?x〈)ことができる）
ex (?x〈〉ことができる）
ex (?x〈〉ことにする）
ex (?x〈)ことになる）
ex (?x〈〉ことはできる）
ex (?x〈〉こと〈〉できる）
ex (?x〈〉こと）
ex (?x〈〉方法がある）
ex (?x〈an-〉?y)

C (?x と同じように ?y)
C (?x と別に ?y)
C (?x と ?y)
C (?xながら ?y)
C (?xなら ?y)
C (?xなのですがそれが ?y)
C (?xな ?y)
C (?xにつき ?y)
C (?Xには ?y)
C (?Xにでも (subp-〉?y)

C (?xに ?y)
C (?xのだは無いかと ?y)
C (?xのは ?y)
C (?xのように ?y)
C (?xの を ?y)
C (?xの中でも ?y)
C (?xの ?yを ?z)

(:x word-n n nx na nn) 
(:y word-n n nx na nn) 

C (なの ?y)
C (?xの ?y)

(: x 1,ord-n n nx na) 
C (?Xは別にする）
C (?xは ?yのみとなる）
C (?xは ?y)
C (?Xへの ?y)
C (?xへ向かって ?y)
C (?xへ ?y)
C (?xまである）
C (?Xまでに ?y)
C (?xまでは ?y)
C (?xまで ?y)

(:x word-n n nx na nn) 
C (?X もともに ?y)
C (?x も ?y)
C (?xように ?y)
C (?Xよりも ?yがある）
C (?xよりも ?y)
C (?xより ?y)

C (?Xをどうぞ）
C (?Xを ?y)
C (?Xを ?y)
C (?X〈/kihon-〉?y)
C (?x〈/renyou-〉?y)

C (?X〈〉ことも ?y)
C (?x〈〉以外に ?y)
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C (?x〈adv-〉?yません）
C (?X〈adv-〉?y)

C (?x〈adv-〉?y)

C (?X〈an-〉?y)

C (?X〈cadv-〉?y)

C (?x〈i-〉?y)

C (?x〈n-a〉?y)

C (?x〈n-adv〉?y)

C (?x〈n-n〉?y)

C (?x〈n-sn〉?y)

C.6 カテゴリ px(66) 

px (?xいたす）
px (?xいただく）
px (?xいただける）
px (?xかねる）
px (?xかもしれない）
px (?xかもしれません）
px (?xかということ）
px (?xがある）
px (?xがございます）

px (?xさしあげる）
px (?x じゃう）
px (?xする）
px (?xす）
px (?xせる）
px (?x ti:: いと思う）
px (?x ti:: い）
px (?x ti:) 

px (?xちゃう）
px (?xていく）
px (?xていただける）

px (?xているた〈〉ことがある）
px (?xている）
px (?xておく）
px (?xておる）
px (?xてください）
px (?xてくださる）
px (?xてくるている）
px (?xてくる）
px (?xてくれる）
px (?xてしまう）
px (?xてはいない）
px (?xてまいる）
px (?xてまわる）

C.7 カテゴリ p(42) 

p (お ?xいたす）

p (お ?xいただく）
p (お ?xいただける）

p (お ?x ください）
p (お ?xする）
p (お ?xせる）

p (お ?xだいらっしゃる）
p (お ?xできる）
p (お ?xでございます）
p (お ?xでしょう）
p (お ?xです）
p (お ?xになる）
p (お ?xねがえる）
p (お ?x もうしあげる）

p (お ?x願う）

C (?x〈n-v〉?y)

C (?x〈san-)?y) 

C (?x〈sn-i〉?y)

C (?x〈sn-n〉どおり）
C (?x〈sn-n〉中）
C (?X〈sn-n)?y) 

C (?x〈sn-sn〉?y)

C (?X〈sn-v〉?y)

C (?x〈subp-〉?y)

px (?xてみる）
px (?xてもらう）
px (?xてらっしゃる）
px (?xて婦る）
px (?xできる）
px (?x というの）
px (?x ということ）
px (?x とく）
px (?xないでくださる）
px (?xないで済む）
px (?xない）
px (?xなさる）
px (?xにくい）
px (?xになるれる）
px (?xのこと）

px (?xばなと思う）
px (?x ましょ）

px (?x まし）
px (?x ません）
px (?xやすい）

px (?x ようです）
px (?xれる）
px (?xを致す）
px (?xを頂戴ておる）
px (?xを ?yせる）
px (?x願うたい）
px (?x〈/kihon-) はず）

px (?x〈)こと）

付録 C原言語パタン一覧

px (?x〈)するていただける）

px (?x〈〉する）

px (?x〈)なる）

px (?x〈〉やるていく）
px (?x〈san-〉いりません）

p (お ?x申す）
p (ご ?xいただく）
p (ご ?xいただける）

p (ご ?x ください）
p (ご ?xになれる）
p (ご ?xねがえる）

p (ご ?x〈)無い）
p (ご ?x)

p (?x tt. いらっしゃる）
p (?x tiらっしゃる）
p (?x 1cど）
p (?xでございますう）
p (?x となる）

p (?xない〈）なる）
p (?xなのです）



C.8. カテゴリ a(4) 

p (?xにする）
p (?xになる）
p (?xのものです）
p (?xはする）
p (?xをする）
p (?xをなさる）

C.8 カテゴリ a(4) 

a (その ?x)
a (十分 (an-〉?x)

C.9 カテゴリ nnx(3) 

nnx (あの ?x)
nnx (?xまでの ?y)

C.10 カテゴリ nn(74) 

nn (その ?x)
nn (ただの ?x)
nn (どこか〈〉 ?x)
nn (またの ?x)
nn (?xから ?yまで）

(: x word-n n nx na nn) 
(:y .rord-n n nx na nn) 

nn (?xから ?y)
(: x word-n n nx na nn) 
(: y word-n n nx na nn) 

nn (?xか〈subp-〉?y)
nn (?xか〈subp-〉?y)
nn (?xか〈subp-〉?y)

(:y word-n n nx na) 
nn (?xが ?y)
nn (?xが ?y)
nn (?xた〈/kihon-)方）
nn (?xた〈/kihon-〉?y)
nn (?xた〈/kihon-〉?y)

(:y word-n n nx na) 

nn (?xた（〉 もの）
nn (?xて ?y)
nn (?xでそれと ?y)
nn (?xで の ?y)
nn (?xで ?y)
nn (?x というもの）

(: x .rord-n n nx na) 
nn (?x といったもの）

(:x百ord-nn nx na) 
nn (?x とかね (endp-〉?y とか

〈subp-)?z とか）

nn (?x とか〈subp-〉?y とか）
nn (?x とか〈subp-)?y) 
nn (?x とそれから ?y)
nn (?xとですね〈endp-〉?y)

(: y word-n n nx na) 
nn (?x と ?y と ?z)
nn (?x と ?y)
nn (?xな ?y)
nn (?xな ?y)

(: y .rord-n n nx na nn) 
nn (?xには ?y)
nn (?xに ?y)
nn (?xのような ?y)
nn (?xの間）

p (?x〈/renyou-〉ある）
p (?x (/renyou-〉ございます）

p (?x〈〉ことになるている）

p (?x〈〉ことになる）
p (?x〈〉ことになる）
p (?x〈n-sn〉?y)

a (?xに ?y)
a (?x〈/renyou-〉?y)

nnx (?x (/kihon-〉方）

nn (?xの ?y)
rm (?xの ?y)

(:y word-n n.nx na) 
nn (?xは ?y〈) もの）
rm (?xは ?y)
nn (?xは ?y)

(: x word-n n nx na) 
rm (?xへの ?y)
rm (?xみたいな ?y)
nn (?xや ?y)
nn (?xような ?y)
rm (?xより ?y)

(:x word-n n nx na rm) 
(:y word-n n nx na rm) 

rm (?x らしい〈/kihon-〉?y)
nn (?xを ?y)
nn (?xを ?y)
rm (?x〈/kihon-)分）
nn (?x (/kihon-〉方）
rm (?x〈/kihon-〉?y)
nn (?x〈/kihon-〉?y)
nn (?x〈/kihon-〉?y)

(:y word-n n nx na) 
rm (?x (〉あるいは ?y)
nn (?x ()当たり〈〉 ?y)
nn (?x〈an-〉?y)

(: y word-n n nx na) 
nn (?x〈da-〉?y)
nn (?x〈endp-)?y) 
nn (?x〈n-a〉?y)
rm (?x (n-an) ?y) 

rm (?x (n-c〉そして ?y)
nn (?x〈n-c〉もしくは ?y)
rm (?x〈n-n〉そして ?y)
rm (?x〈n-n〉 前 の ?y)
rm (?x (n-n) ?y (n-n〉?z)
rm (?x (n-n〉?y)

(:y word-n n nx na nn) 
rm (?x〈n-sn)関係）
rm (?x〈n-sn)?y〈sn-n)?z) 
nn (?x〈n-sn〉?y)
rm (?x〈sn-fn〉?y)
nn (?x〈sn-n)?y) 
rm (?x〈sn-sn〉?y)
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nn (?x〈subp-〉あとは ?y)
nn (?x〈subp-〉した〈/kihon-)?y) 

C.11 カテゴリ na(2) 

na (?xで〈/renyou-〉?y)

C.12 カテゴリ nx(58) 

nx (あの ?x)
nx (あらゆる ?x)
nx (いろんな ?x)
nx (おもだった ?x)
nx (この ?x)
nx (こんな ?x)
nx (そういう ?x)
nx (そういった ?x)
nx (そのような ?x)
nx (その ?x)
nx (ちょっとした ?x)
nx (どういう ?x)
nx (どういった ?x)
nx (どのような ?x)
nx (どの ?x)
nx (どんな ?x)
nx (ほんの ?x)
nx (また ?x)
nx (約 ?x)
nx (?xから）
nx (?xか）
nx (?x くらい）
nx (?xさん）
nx (?xしか）
nx (?xずつ）
nx (?xだけ）
nx (?x というの）
nx (?x ということ）
nx (?x という ところ）

C.13 カテゴリ n(20) 

n (お ?x)
n (ご ?x)
n (?xが ?y)
n (?xのこれは ?y)
n (?xの ?y)
n (?xの ?y)
n (?xを ?y)
n (?x達）
n (?x〈)当たり）
n (?x〈n-n〉あたり）
n (?x (n-n)以上）

C.14 カテゴリ terminal(52) 

terminal (第 ?x)
terminal (?xさ）
terminal (?xめ）
terminal (?x力月）
terminal (?xキロ）
terminal (?xセント）

゜terminal (?xタイフ）
terminal (?x ドル）
terminal (?xパーセント）

付録 C原言語パタン一覧

nn (?x〈subp-〉?y)

na (?x (/kihon-) ?y) 

nx (?x というようなもの）
nx (?x とう）
nx (?x とか）
nx (?xなど）
nx (?xなんか）
nx (?xについて）
nx (?xのみ）
nx (?xのこと）
nx (?xのため）
nx (?xの匠う）
nx (?xのもの）
nx (?xの者）
nx (?xの揚合）
nx (?xの分）
nx (?xの方）
nx (?xのところ）
nx (?xの）
nx (?x匠ど）
nx (?xまで）
皿 (?x的）
nx (?x等）
nx (?x様）
nx (?x (〉頃）
nx (?x (〉付き）
nx (?x〈n-n)気味）
nx (?x〈n-n〉建て）
nx (?x〈n-n)向け）
nx (?x〈n-n〉程度）
nx (?x〈n-sn〉?y)

n (?x (n-n〉分）
n (?x (n-n〉?y)
n (?x〈n-n〉?y)
n (?x (n-sn〉?y)
n (?x〈r-〉?y)
n (?x〈r-r〉?y)

(:x ローマ字）
n (?x〈sn-n〉分）
n (?x (sn-n〉?y)
n (?x (sn-sn〉?y)

terminal (?xポンド）
terminal (?x円）
terminal (?x回）
terminal (?x階）
terminal (?x曲）
terminal (?x月）
terminal (?x個）
terminal (?x号室）
terminal (?xオ）



C.14. カテゴリ terminal(52) 

terminal (?x歳）
terminal (?x皿）
terminal (?x時間）
terminal (?x時）
terminal (?x種類）
terminal (?x週間）
terminal (?x食）
terminal (?x人様）
terminal (?x人）
terminal (?x台）
terminal (?x点 ?yパーセント）

terminal (?x点 ?y倍）
terminal (?x度）
terminal (?x棟）
terminal (?x日間）
terminal (?x日分）
terminal (?x日目）
terminal (?x日）

terminal (?x年）
terminal (?x杯）
terminal (?x倍）
terminal (?x泊）
terminal (?x箱）
terminal (?x晩）
terminal (?x番）
terminal (?x品）
terminal (?x部屋）
terminal (?x部）
terminal (?x分）
terminal (?x本）
terminal (?x枚）
terminal (?x名様）
terminal (?x名）
termュnal(?x〈n-n〉?y)

(:x数詞）
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